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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

米
大
統
領
選
挙

ト
ラ
ン
プ
氏
当
選

共和党の赤と民主党の青にライトアップされたロックフェラーセンター（５日午後11時 30 分、写真・三浦良一）
　

大
統
領
選
挙
は
、
開
票
が
始

ま
る
と
民
主
党
の
ハ
リ
ス
氏
が

西
部
コ
ロ
ラ
ド
州
や
東
部
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
で
勝
利
を
確

実
に
し
て
６
日
午
前
１
時
過
ぎ

に
は
１
９
４
人
の
選
挙
人
を
獲

得
し
た
一
方
、
共
和
党
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
南
部
テ
キ
サ
ス
州
な

ど
を
制
し
て
２
６
６
人
の
選
挙

人
を
獲
得
し
た
。
両
者
と
も
事

前
に
優
勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

州
で
着
実
に
選
挙
人
を
積
み
上

げ
、
選
挙
結
果
を
左
右
す
る

「
ス
イ
ン
グ
ス
テ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
激
戦
州
の
う
ち
、
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
と
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
を
制
す
る
な
ど
、
選
挙
戦

を
有
利
に
進
め
て
い
た
。
午
前

２
時
過
ぎ
に
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス

が
ト
ラ
ン
プ
氏
当
選
確
実
を
発

表
し
た
。
獲
得
し
た
選
挙
人
は

２
７
７
人
で
過
半
数
を
超
え
た

と
報
じ
た
。
選
挙
当
日
ま
で
大

接
戦
と
な
り
、
世
界
が
注
視
す

る
な
か
で
の
選
挙
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン

タ
ー
前
に
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
が
特
設
さ
れ
た
速
報
会
場
が

設
け
ら
れ
、
大
勢
の
市
民
が
速

報
画
面
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
フ
ロ
リ
ダ
で

勝
利
宣
言
を
行
い
、「
政
治
的

な
勝
利
だ
。
45
代
目
の
大
統
領

が
47
代
目
の
大
統
領
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
が
ア
メ
リ
カ
の

黄
金
時
代
だ
、
こ
れ
か
ら
ア
メ

リ
カ
を
偉
大
な
国
に
し
て
い
こ

う
」
と
語
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は

民
主
党
の
ハ
リ
ス
氏
が
勝
利
し

た
も
の
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
、
ノ

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
な
ど
共
和

党
の
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
。
南
部

も
ほ
と
ん
ど
の
州
で
ト
ラ
ン
プ

勝
利
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
電
子
版
は
午
後
11
時
直
前
、

「
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
ル
」
を
突
き

崩
し
、
２
０
１
６
年
の
成
功
を

再
現
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
2
期
目
の
当
選
を
「
ほ
ぼ

確
実
」
に
し
た
と
予
測
。
全
国

的
な
得
票
数
で
も
勝
利
を
収
め

る
の
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ

シ
ュ
氏
が
民
主
党
の
ジ
ョ
ン
・

ケ
リ
ー
氏
と
の
再
選
争
い
に
勝

利
し
た
２
０
０
４
年
以
来
、
共

和
党
員
が
達
成
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
と
報
じ
た
。

　

５
日
に
行
わ
れ
た
米
大
統
領

選
挙
は
、
共
和
党
候
補
の
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領
（
78
）
が
民
主

党
候
補
の
ハ
リ
ス
副
大
統
領

（
60
）
を
振
り
切
り
、
６
日
午

前
2
時
半
す
ぎ
に
地
滑
り
的
勝

利
を
収
め
、
最
終
集
計
を
待
た

ず
に
当
選
が
決
ま
っ
た
。

地
滑
り
的
勝
利
で
ハ
リ
ス
氏
引
き
離
す
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会

（
大
坪
賢
次
会
長
）
は
10
月
27

日
午
後
１
時
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
キ

で
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
創
立
35
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
新

潟
県
か
ら
花
角
英
世
新
潟
県
知

事
を
は
じ
め
と
す
る
一
行
43
人

が
来
米
し
て
、
同
会
35
周
年
を

祝
う
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

来
米
し
た
の
は
、
花
角
知
事

は
じ
め
林
茂
男
・
南
魚
沼
市
長
、

二
階
堂
馨
・
新
発
田
市
長
、
宮

田
亮
平
・
東
京
新
潟
県
人
会
会

長(

元
東
京
芸
術
大
学
学
長
・

前
文
化
庁
長
官)

、
馬
場
幸
夫
・

新
潟
日
報
社
常
務
取
締
役
、
酒

井
昌
彦
・
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟
総
合
テ

レ
ビ
代
表
取
締
役
社
長
ら
県
有

力
者
が
ズ
ラ
リ
顔
を
並
べ
た
。

Ｎ
Ｙ
側
も
山
﨑
和
之
国
連
大

使
、
森
美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・

大
使
、
三
浦
聡
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ

事
務
所
長
ら
ゲ
ス
ト
と
在
米
県

人
の
総
勢
１
０
５
人
が
参
加
し

た
。
当
日
は
、
花
角
知
事
か
ら

大
坪
会
長
に
35
周
年
を
祝
う
バ

ナ
ー
が
手
渡
さ
れ
た
。　

　

式
典
は
県
人
会
役
員
の
大
滝

哲
生
さ
ん
の
司
会
で
進
行
し
、

新
潟
市
在
住
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、

今
井
あ
い
さ
ん
に
よ
る
国
歌
斉

唱
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
・
松
下
愛
美
）

で
始
ま
っ
た
。
同
役
員
の
野
口

レ
イ
子
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の
あ

と
、
大
坪
会
長
の
挨
拶
、
花
角

英
世
新
潟
県
知
事
、
森
Ｎ
Ｙ
総

領
事
・
大
使
、
宮
田
亮
平
・
東

京
新
潟
県
人
会
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
同
県
人
会
の
35

年
間
の
歩
み
が
、
県
出
身
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
遠
藤
信
さ
ん
制
作

に
よ
る
ビ
デ
オ
で
上
映
さ
れ

た
。
同
県
人
会
は
、
１
９
８
９

年
10
月
ブ
ッ
シ
ュ
シ
ニ
ア
米
大

統
領
、
竹
下
登
総
理
の
頃
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン「
浪
花
」

に
第
四
銀
行
Ｎ
Ｙ
駐
在
員
事
務

所
の
岩
尾
さ
ん
、
全
農
Ｎ
Ｙ
支

店
駐
在
員
の
坂
田
さ
ん
、
新
潟

市
の
お
茶
屋
「
浅
川
園
」
の
子

息
で
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
会
計
事
務
所
勤

務
の
浅
川
さ
ん
、
そ
れ
に
現
会

長
の
大
坪
氏
の
４
人
が
集
ま

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人

会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新

潟
県
人
会
の
運
営
は
第
四
銀
行

が
行
っ
た
。
95
年
に
皇
后
雅
子

さ
ま
の
父
、
小
和
田
恒
氏
が
国

連
大
使
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
赴
任
し
、
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会

に
入
会
。
第
四
銀
行
Ｎ
Ｙ
支
店

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
撤
退
す

る
と
、
県
人
会
の
活
動
は
や
や

下
火
に
な
っ
た
が
、
地
酒
の
対

米
輸
出
振
興
を
柱
に
、
新
潟
の

蔵
元
を
紹
介
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
開
設
に
尽
力
し
た
大
坪
氏
が

会
長
に
就
任
し
て
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。

　

毎
年
、
新
年
会•

春
の
花

見
、
夏
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
、
秋
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
新
潟
県
か
ら
来

た
ゲ
ス
ト
を
囲
み
随
時
歓
迎
会

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
会
員
数

は
３
５
０
人
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
存
在
す
る
県
人
会
の
規
模
と

し
て
は
最
大
。
県
人
会
長
の
出

身
地
で
も
あ
る
同
県
内
南
魚
沼

の
中
高
生
を
昨
年
か
ら
毎
年
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、Ｎ
Ｙ
に
招
き
、

県
人
会
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
る
な
ど
、
県
人
会
の
日
米

交
流
も
盛
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
功

績
か
ら
大
坪
会
長
は
、
式
典
に

先
立
つ
9
月
29
日
、
新
潟
県
南

魚
沼
市
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
新
潟
県
南
魚
沼
市
市
制
施
行

20
周
年
記
念
式
典
で
、
林
茂
男

南
魚
沼
市
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ

て
い
る
。

　

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
キ
の

フ
ル
コ
ー
ス
が
出
席
者
に
振
る

舞
わ
れ
る
な
か
、
三
浦
聡
ジ
ェ

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
前
回
30

周
年
の
時
に
も
お
招
き
い
た
だ

き
、
今
回
こ
う
し
て
５
年
ぶ
り

に
皆
さ
ま
と
再
会
で
き
て
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
の
規
模
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

芸
術
、
北
米
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
に
挑
戦
す
る
県
民
を
受
け
止

め
て
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
、
ま
た
大
坪
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
南
魚
沼
市

の
子
供
た
ち
が
訪
米
し
た
際
も

ご
配
慮
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
新
潟
を
思

う
皆
様
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県

人
の
熱
い
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

今
回
の
来
米
の
も
う
一
つ
の
目

的
で
あ
る
新
潟
の
農
水
産
品
や

金
属
な
ど
県
産
品
の
対
米
Ｐ
Ｒ

に
も
力
強
い
手
応
え
を
感
じ
、

新
潟
の
持
つ
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
合
わ
せ
て
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
」

　
「
今
日
は
有
名
な
ジ
ャ
ズ
・

ベ
ー
シ
ス
ト
の
ロ
ン
・
カ
ー
タ

ー
ご
夫
妻
が
お
見
え
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
県
人
会
の
活
動

で
ロ
ン
さ
ん
の
よ
う
な
方
が
来

ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
他
に

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
新
潟

県
人
会
の
日
頃
の
活
動
の
素
晴

ら
し
さ
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

南
魚
沼
市
か
ら
は
中
学
生
、
高

校
生
を
送
っ
て
こ
ら
れ
て
見
聞

を
広
め
る
支
援
を
続
け
て
お
ら

れ
る
。
総
領
事
館
の
仕
事
は
日

本
の
文
化
、
日
本
の
底
力
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
た
ち
に
伝
え

て
い
き
正
し
い
評
価
を
得
る
こ

と
だ
が
、
新
潟
県
は
日
本
酒
も

米
国
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
私
も
役
得
で
す
が
、
国
の

方
針
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
日

本
酒
の
良
さ
を
伝
え
る
の
も
仕

事
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら

も
日
本
人
の
心
意
気
を
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
広
め
て
い
た
だ

き
た
い
」

《
新
潟
県
》

 

花
角
英
世
・
新
潟
県
知
事
、

野
上
文
敏
・
新
潟
県
産
業
労
働

部
長
、
土
田
良
克
・
新
潟
県
農

林
水
産
部
副
部
長
兼
政
策
監
、

平
澤
淳
・
新
潟
県
知
事
政
策
局

秘
書
課
課
長
補
佐
、山
田
一
之
・

新
潟
県
知
事
政
策
局
国
際
課
課

長
補
佐
、
佐
々
木
育
子
・
新
潟

県
知
事
政
策
局
国
際
課
政
策
企

画
員
、
樫
本
直
子
・
新
潟
県
知

事
政
策
局
国
際
課
英
語
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
小
林
遼
・
新
潟

県
産
業
労
働
部
産
業
政
策
課
主

査
、
髙
間
健
・
新
潟
県
農
林
水

産
部
食
品
・
流
通
課
主
査
、
武

内
沙
樹
・
新
潟
県
農
林
水
産
部

食
品
・
流
通
課
技
師

《
市
町
村
》

二
階
堂
馨
・
新
発
田
市
長
、
林

茂
男
・
南
魚
沼
市
長
、
渡
邉
誠

一
・
新
発
田
市
農
林
水
産
課
長
、

阿
部
一
樹
・
新
発
田
市
商
工
振

興
課
主
任
、
清
田
稲
盛
樹
・
新

発
田
市
観
光
協
会
理
事
長
、
佐

藤
和
紀
・
新
発
田
市
観
光
協
会
、

上
村
直
樹
・
南
魚
沼
市
秘
書
広

報
課
長

《
経
済
団
体
》

吉
田
至
夫
・
新
潟
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
、
宮
田
亮
平
・
東
京

新
潟
県
人
会
会
長
、宮
田
節
子
・

東
京
新
潟
県
人
会
会
長
夫
人

《
報
道
機
関
》

馬
場
幸
夫
・
新
潟
日
報
社
常
務

取
締
役
、
酒
井
昌
彦
・
Ｎ
Ｓ
Ｔ

新
潟
総
合
テ
レ
ビ
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
棚
橋
祐
太
・
Ｎ
Ｓ
Ｔ

新
潟
総
合
テ
レ
ビ
記
者

《
県
内
企
業
》

宇
尾
野
隆
・
ウ
オ
シ
ョ
ク
代
表

取
締
役
社
長
、
宇
尾
野
佑
・
ウ

オ
シ
ョ
ク
営
業
２
課
課
長
、
高

澤
大
介
・
菊
水
酒
造
代
表
取
締

役
社
長
、
坂
本
明
・
グ
ラ
ム
ス

リ
ー
代
表
取
締
役
社
長
、
小
林

知
行
・
諏
訪
田
製
作
所
代
表
取

締
役
社
長
、
小
林
岳
洋
・
新
潟

農
商
代
表
取
締
役
社
長
、
南
雲

真
仁
・
八
海
醸
造
代
表
取
締
役

副
社
長
、
海
津
博
之
・
八
海
醸

造
専
務
取
締
役
、
塚
野
裕
之
・

八
海
醸
造
執
行
役
員
、
亀
田
直

樹
・
千
年
（
八
海
醸
造
）
経
営

企
画
室
長
、
堀
江
拓
尓
・
ホ
リ

エ
代
表
取
締
役
社
長
、
田
辺
暁

美
・
ホ
リ
エ
常
務

《
そ
の
他
》

今
井
あ
い
・
オ
ペ
ラ
歌
手
、
村

木
加
奈
子
・
ラ
ッ
テ
ィ
ー
ク
イ

ー
ン
、
井
上
ア
リ
ス
・
損
保
会

社
秘
書
、
小
林
史
佳
・
津
軽
三

味
線
師
、
服
部
真
吾
・
弁
護
士
、

木
村
顕
悟
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

木
村
顕
悟
夫
人
、
秋
山
武
士
・

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｂ
Ｉ
Ｔ
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
、
島
田
珠
実
・
レ
ス
ト

ラ
ン
Ｂ
Ｉ
Ｔ
社
員

　
　
　
　
　

◇

《
ゲ
ス
ト
》

山
﨑
和
之
国
連
大
使
、
森
美
樹

夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、
三
浦

聡
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
、

齋
藤
淳
米
国
時
事
通
信
社
長
、

ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ズ
プ

レ
ー
ヤ
ー
、
ク
エ
ン
テ
ル
・
カ

ー
タ
ー
・
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
夫

人
、
村
田
起
代
子
・
ロ
ン
・
カ

ー
タ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
テ

ィ
ム
・
ラ
イ
ア
ン
Ｃ
Ｉ
Ａ
総
長
、

マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
Ｃ
Ｉ
Ａ

学
長
、
オ
ー
ガ
ス
ト
・
チ
ェ
ラ

デ
ィ
ニ
Ｃ
Ｉ
Ａ
理
事
長
、
マ
ー

ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
Ｃ
Ｉ
Ａ
事
務

総
長
、
三
浦
良
一
・
本
紙
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
発
行
人
ほ
か
。

日
本
か
ら
の
式
典
参
加
者
（
敬
称
略
）

ト
ロ
Ｎ
Ｙ
所
長
、
馬
場
幸
夫
・

新
潟
日
報
社
常
務
取
締
役
、
高

澤
大
介
菊
水
酒
造
社
長
が
来
賓

挨
拶
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
こ
の

あ
と
新
発
田
市
の
二
階
堂
馨
市

長
に
よ
る
日
本
舞
踊
（
着
付
け

は
大
西
鏡
子
）、
新
潟
市
在
住

津
軽
三
味
線
師
で
来
年
４
月
に

３
度
目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

リ
サ
イ
タ
ル
を
控
え
る
小
林
史

佳
氏
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ

れ
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
歓

談
が
進
み
、
大
滝
役
員
か
ら
協

賛
企
業
へ
の
感
謝
の
言
葉
、
高

橋
啓
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
た
。

宮田東京新潟県人会会長三浦ジェトロ NY事務所長馬場新潟日報常務

高澤菊水醸造社長
35周年記念バナーを花角知事（右）から
受ける大坪 NY新潟県人会会長

津軽三味線を披露する小林氏

日舞を披露する二階堂新発田市長

祝辞を述べる花角新潟県知事

祝辞を述べる森 NY総領事

日
本
か
ら
43
人
が
来
米
、
総
勢
１
０
５
人
参
加
で
盛
大
に
式
典

故
郷
と
米
国
結
ぶ
絆

NY新潟県人会35周年祝う

「
挑
戦
す
る
県
民
支
え
る
」

花
角
県
知
事
が
来
米
し
挨
拶

「
日
頃
の
活
動
に
敬
意
」

森
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
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www.nipponclub.org

The Nippon Club
145 W. 57th St., New York, NY 10019
Tel: 212-581-2223   info@nipponclub.org

詳細は下記ウェブサイトにてご確認下さい。

■ 鑑賞会：11/13（水）、直前勉強会：11/12（火）
今回はプッチーニ作曲、パリが舞台の青春悲恋物
語「ラ・ボエーム」を鑑賞します。指揮者は日本生ま
れ米国育ち、新進気鋭のマエストロ、ケンショウ・ワ
タナベ氏。勉強会のみの参加も大歓迎です。イベン
トの詳細はwww.nipponclub.orgをご覧ください。

メトロポリタン・オペラ24/25シーズン

鑑賞会＆直前勉強会
プッチーニ作「ラ・ボエーム」

人形の「久月」逸品展
 「～芸術性の調和、
日本人形と伝統工芸～」
■ 会期：11/14（木）
～11/20（水）
■ 時間：月-金
10am～6pm、
土10am～5pm、
日休
■ 会場：日本クラブ
7階日本ギャラリー（住所は下記参照）
創業180年以上、伝統を守りながら進化を続ける
老舗人形問屋「久月」。日本ギャラリーでは「久月」の
匠の技が光る、 選りすぐりの逸品を一堂に展示い
たします。また、アニメや映画のキャラクター、衣装
デザイナーとのコラボ作品など、現代のクリエイテ
ィブな感性と、久月の職人技や伝統技術が融合し
た作品にもご注目ください。入場無料。

カルチャー講座 
「季節の薬膳茶ワークショップ」
■ 日時：11/16（土）
11am～1pm 
（申込締切日11/11（月））
このワークショップでは、まず
12種類ある特に保湿、美肌、美
腸に効果の高い生薬、野草の特
性や効能を詳しくご説明し、季節
に応じた薬膳の知識や、体調に合わせた薬膳茶のブレン
ド方法をお教えします。詳細・受講料/お申し込みは
www.nipponclub.org/cultureをご覧ください。

　

長
か
っ
た
残
暑
さ
も
少
し
ず

つ
和
ら
ぎ
、
秋
の
気
配
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
広
島

県
に
あ
る
日
本
三
景
の
一
つ

「
宮
島
」
を
訪
れ
た
。
３
年
半

に
わ
た
る
大
鳥
居
の
大
改
修
後

に
訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
と

て
も
鮮
や
か
な
色
合
い
に
一
段

と
存
在
感
を
増
し
た
よ
う
に
感

じ
た
。

　

海
上
に
浮
か
ぶ
大
鳥
居
は
干

潮
時
に
は
、
門
の
近
く
ま
で
歩

い
て
行
く
こ
と
が
出
来
、
そ
の

壮
大
さ
を
体
感
出
来
る
。 

海

も
含
む
敷
地
内
に
は
本
社
を
中

心
に
大
小
の
各
神
社
、
舞
台
な

ど
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は

廻
廊
で
結
ば
れ
て
い
る
。
幾
度

も
の
台
風
に
遭
っ
て
も
、
い
ま

だ
海
に
沈
ん
だ
こ
と
は
な
い
と

い
う
。
海
と
共
存
す
る
た
め
の

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る
、
ま

れ
な
る
世
界
遺
産
で
あ
る
。

「厳島神社」 夏
秋 春
冬

FEEL JAPAN NOW

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
４

　

11
月
2
日
午
前
10
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
恒
例
の 

グ
ラ
ン
ド
・
バ
ザ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
最
適
な

品
物
や
掘
り
出
し
物
、
お
稲

荷
、
お
赤
飯
、
焼
き
そ
ば
、
チ

キ
ン
の
竜
田
揚
げ
、
お
菓
子
類

な
ど
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、衣
類
、

食
器
、
雑
貨
、
本
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
午
前
10
の
開
場
を

待
つ
人
た
ち
が
オ
ー
プ
ン
と
同

時
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
。
最
近
は
帰
国
す
る
人
が
、

荷
物
を
減
ら
す
た
め
に
泣
く
泣

く
お
宝
を
出
し
て
い
く
こ
と
も

多
い
そ
う
で
、
日
本
で
買
え
ば

か
な
り
高
価
な
商
品
も
破
格
の

値
段
で
販
売
さ
れ
た
。

いいものたくさん
お買い物で大賑わい
JAAグランド・バザー

久
保
修
・
切
り
絵
画
家
／
東
京
都
在
住

https://www.nipponclub.org/
mailto:contact@jvta-la.com
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
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６
日
（
水
）
未
明
に
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
が
相

次
い
で
報
じ
ら
れ
た
。
前
回
の

２
０
２
０
年
の
選
挙
で
は
、
投

開
票
日
か
ら
４
日
過
ぎ
た
土
曜

日
の
午
前
中
に
な
っ
て
初
め
て

各
メ
デ
ィ
ア
は
当
確
が
打
て

た
。
特
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
延
々

と
終
わ
ら
な
い
票
の
確
定
作
業

が
、
様
々
な
疑
惑
や
混
乱
を
伴

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
今
回
は
翌

日
の
未
明
、
つ
ま
り
「
投
開
票

日
の
長
い
夜
」
が
明
け
な
い
う

ち
に
当
確
と
な
っ
た
。こ
れ
は
、

何
よ
り
も
各
州
選
管
の
努
力
の

結
果
と
思
う
。
特
に
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
で
は
、
法
律
を
改
正
し

て
期
日
前
投
票
や
郵
送
投
票
の

集
計
を
前
倒
し
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
大
き
い
。
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
も
当
日
の
朝

７
時
か
ら
期
日
前
投
票
の
開
票

を
淡
々
と
進
め
て
い
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
異
常
な
ま

で
の
接
戦
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ス

候
補
の
「
ブ
ー
ム
」
が
一
巡
し

た
９
月
下
旬
以
降
は
全
国
レ
ベ

ル
の
支
持
率
は
拮
抗
状
態
が
続

い
た
。
接
戦
と
な
っ
て
い
る
と

さ
れ
た
州
の
多
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
接
戦
状
態
が
丸
々
一

か
月
以
上
続
い
た
と
い
う
の

も
、
前
代
未
聞
で
あ
る
。

　

今
回
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利

で
あ
る
が
、
様
々
な
要
素
が
絡

ん
で
い
る
と
思
う
が
、
何
よ
り

も
経
済
、
と
り
わ
け
物
価
と
雇

用
の
問
題
が
大
き
く
作
用
し
た

と
思
わ
れ
る
。ま
ず
物
価
だ
が
、

現
在
で
も
卵
が
郊
外
で
最
低
４

ド
ル
、
市
中
で
は
更
に
高
い
と

い
う
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
外
食
に
関
し
て
は
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
も
含
め
て
コ
ロ
ナ
禍

前
の
５
割
増
や
場
合
に
よ
っ
て

は
倍
と
い
う
状
況
だ
。
こ
の
物

価
に
関
す
る
不
満
と
い
う
の
は

選
挙
戦
を
通
じ
て
メ
イ
ン
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
バ
イ
デ

ン
氏
が
候
補
だ
っ
た
頃
は
、
イ

ン
フ
レ
の
上
昇
率
が
沈
静
化
し

た
こ
と
を
成
果
と
し
て
い
た

が
、
こ
れ
が
物
価
の
高
止
ま
り

を
痛
み
と
し
て
感
じ
て
い
る
有

権
者
か
ら
は
反
発
を
買
っ
た
。

一
方
で
、
ハ
リ
ス
氏
は
こ
の
問

題
を
積
極
的
に
は
取
り
上
げ
な

か
っ
た
の
も
結
果
を
左
右
し
た

と
思
わ
れ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
連
銀
の
パ
ウ

エ
ル
議
長
の
綱
渡
り
の
よ
う
な

政
策
が
効
果
を
発
揮
し
て
、
景

気
が
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
な

く
、
実
際
は
物
価
の
沈
静
化
が

進
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
ハ
リ
ス

氏
は
こ
の
点
を
巧
妙
に
訴
え
る

こ
と
も
で
き
た
と
思
う
が
、
そ

う
は
し
な
か
っ
た
。
一
方
で
、

物
価
に
対
す
る
怨
念
の
よ
う
な

感
情
、
特
に
現
状
を
「
ぶ
っ
壊

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
よ
う
な

衝
動
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
強
く
後

押
し
し
た
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
数
字
的

に
は
ま
だ
ま
だ
失
業
率
は
低
い

し
、
新
規
雇
用
の
数
字
も
極
端

な
悪
化
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

新
卒
の
若
者
の
雇
用
は
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
し
、
テ
ッ

ク
系
の
産
業
で
は
大
規
模
な
リ

ス
ト
ラ
も
進
ん
で
い
る
。
そ
ん

な
中
、
高
学
歴
の
若
者
の
間
に

現
状
と
将
来
へ
の
不
安
が
拡
大

し
て
お
り
、
こ
れ
が
現
状
を
否

定
し
て
く
れ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
へ

の
期
待
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
特

に
、
事
実
上
勝
敗
を
決
す
る
こ

と
と
な
っ
た
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
で
は
、
過
去
ず
っ
と
民
主
党

が
優
勢
で
あ
っ
た
州
中
部
の
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
立
大
学
の
巨

大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
と
し
た

郡
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
善
戦
し

た
。
男
子
学
生
の
多
く
が
堂
々

と
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
投
票

所
に
並
ん
で
い
た
と
い
う
の
だ

か
ら
、
意
外
で
あ
る
。
暴
言
騒

動
に
は
マ
ヒ
す
る
中
で
、
と
に

か
く
現
状
へ
の
不
安
と
不
満
が

投
票
行
動
を
変
え
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

残
念
だ
っ
た
の
は
、
ハ
リ
ス

氏
が
抱
え
て
き
た
本
質
的
な
問

題
、
つ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
は
人
権

派
の
闘
士
だ
が
、
経
済
や
外
交

は
中
道
現
実
主
義
と
い
う
組
み

合
わ
せ
が
、
最
後
ま
で
良
い
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
人
権
派
イ

メ
ー
ジ
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
リ

ベ
ラ
ル
な
若
者
は
、
彼
女
の
自

由
経
済
優
先
の
態
度
を
知
る
と

混
乱
す
る
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が

選
挙
戦
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

中
道
票
を
狙
っ
て
中
東
問
題
で

の
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
や
技
術
投

資
を
訴
え
れ
ば
訴
え
る
ほ
ど
、

若
者
の
左
派
票
は
離
れ
て
い
っ

た
。

　

も
っ
と
難
し
い
の
は
、
彼
女

の
「
等
身
大
の
女
性
」
と
い
う

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
、

　
　
　
　
　
ト
ラ
ン
プ
早
期
当
確
の
理
由

LinkedIn

が
Ａ
Ｉ

を
利
用
し
た
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
機
能
の
導
入

を
加
速
し
て
い
る
。

同
社
は
、
今
年
の
6

月
に
求
職
者
を

対
象
に
し
た
Ａ

Ｉ
技
術
を
導

入
、
仕
事
探
し

や
、
履
歴
書
内

容
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
と
い

っ
た
求
職
に
必
要
な
工
程

に
お
い
て
新
た
な
技
術
が

重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

を
明
確
に
し
た
今
後
の
計

画
を
発
表
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
9
月
に
な
っ
て

同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
規
約

が
ユ
ー
ザ
ー
に
気
付
か
れ

に
く
い
形
で
変
更
さ
れ
た

う
え
で
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ

が
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ン
の
改
善

に
利
用
さ
れ
て
い
た
事
が

明
る
み
に
な
り
、
社
外
か

ら
批
判
を
受
け
る
ケ
チ
の

つ
い
た
船
出
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た

Hiring Assistant 

と
い
う
名

称
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
リ
ク

ル
ー
タ
ー
向
け
の
も
の
で
、
作

業
に
手
間
の
か
か
り
が
ち
な
募

集
対
象
の
職
務
に
関
す
る
説
明

文
を
作
成
し
た
り
、
サ
イ
ト
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
事
が
可
能

だ
。
ま
た
、
他
社
に
よ
っ
て
投

稿
さ
れ
て
い
る
同
様
の
職
種
に

関
す
る
情
報
を
検
索
し
、
収
集

し
た
デ
ー
タ
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
も
と
に
、
求
人
側
と
求
職
者

と
の
間
に
的
確
な
繋
が
り
を
自

動
的
に
構
築
し
た
り
、
そ
の
中

か
ら
更
に
優
秀
な
求
職
者
を
絞

り
込
ん
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か

け
る
た
め
の
草
案
を
作
成
す
る

作
業
も
担
え
る
。
ま
た
、
求
職

者
か
ら
の
職
務
に
関
す
る
基
本

的
な
質
問
に
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の

代
わ
り
に
答
え
る
こ
と
も
で
き

る
と
い
う
。

　

一
方
で
、
求
職
者
の
中

に
は
同
様
に
Ａ
Ｉ
を
駆
使

し
て
、
特
定
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
とOpen 

Ａ
Ｉ
の
よ

う
な
Ａ
Ｉ
技
術
を
連
携
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ほ
ど
の
労
力
を
か
け
ず
に

大
量
の
求
人
に
応
募
、
高

い
確
率
で
面
談
ま
で
こ
ぎ

つ
け
る
「
効
率
的
な
」
求

職
活
動
を
展
開
し
て
い
る

人
も
一
部
存
在
す
る
現
状

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
求

職
者
側
に
よ
る
Ａ
Ｉ
技
術

の
利
用
が
増
え
て
く
れ
ば

く
る
ほ
ど
、
求
人
側
も
有

象
無
象
な
応
募
の
中
か

ら
、
自
ら
が
本
当
に
求
め

て
い
る
資
質
や
適
性
を
見

分
け
る
事
に
力
を
注
ぐ
必

要
に
迫
ら
れ
る
、
と
い
う

新
た
な
懸
念
も
囁
か
れ
始

め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
り

作
業
効
率
が
増
し
た
と
こ

ろ
で
、
同
じ
Ａ
Ｉ
に
よ
る

新
た
な
頭
痛
の
種
に
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

技
術
を
め
ぐ
る
「
い
た
ち

ご
っ
こ
」
は
、
ま
だ
ま
だ

続
く
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
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LinkedIn による AI エージェントの導入は
市場の常識を変えるか？

イ
メ
ー
ジ
だ
。
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
氏
が
「
説
教
好
き
の

上
か
ら
目
線
」
だ
と
し
て
若
者

に
忌
避
さ
れ
た
の
と
は
違
い
、

ハ
リ
ス
氏
は
「
笑
顔
」
を
前
面

に
出
し
て
戦
っ
た
。
こ
れ
は
、

当
初
は
軽
薄
だ
と
言
わ
れ
た
も

の
の
、
途
中
か
ら
若
い
女
性
を

中
心
に「
女
性
の
人
生
の
喜
び
」

の
表
現
だ
と
し
て
ブ
ー
ム
に
な

っ
た
。
だ
が
、
結
果
的
に
こ
れ

は
「
女
子
会
の
よ
う
」
だ
と
し

て
有
色
人
種
を
含
む
男
性
票
が

離
れ
る
理
由
に
も
な
っ
た
。
こ

の
失
敗
は
、
非
常
に
難
し
い
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
以
降
の
女

性
政
治
家
は
更
に
踏
み
込
ん
だ

作
戦
が
必
要
と
な
ろ
う
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

「
週
刊
や
さ
し
い
に
ほ
ん
ご
生
活
」

ハ
ン
タ
ー
大
学
で
教
材
に

日
本
語
日
本
文
化
科
授
業
で

　

本
紙
・
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
で
９

月
か
ら
毎
月
第
３
週
の
総
合
面

で
掲
載
し
て
い
る
「
週
刊
や
さ

し
い
に
ほ
ん
ご
生
活
」
の
欄
が

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
ア
メ

リ
カ
人
に
好
評
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の

ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
日
本
語
日

本
文
化
科
の
授
業
で
10
月
27

日
、
同
記
事
が
日
本
語
授
業
の

教
材
と
し
て
使
わ
れ
た
。
マ
ー

ヤ
ン
・
バ
ル
カ
ン
日
本
語
日
本

文
化
科
長
の
ク
ラ
ス
は
日
本
語

を
学
び
始
め
て
２
年
と
２
か

月
、
５
学
期
目　
（
上
級
レ
ベ

ル
１
）
の
学
生
で
、
授
業
で
は

本
紙
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
新

聞
の
記
事
を
順
番
に
全
員
で
読

ん
で
文
章
の
意
味
を
学
ん
だ
。

　

今
回
の
記
事
は
、
日
本
食
の

マ
ナ
ー
や
敬
語
の
使
い
方
を
日

本
の
マ
ナ
ー
講
師
の
長
久
保
美

奈
さ
ん
が
執
筆
し
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
平
田
恵
子
さ
ん

が
「
七
転
び
八
起
き
」
と
い
う

日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
諺
の
意

味
を
、
イ
ラ
ス
ト
と
短
い
言
葉

で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。
漢
字
に
は
す
べ
て
カ
ッ
コ

で
読
み
が
な
を
つ
け
て
い
る
。

言
葉
と
し
て
は
日
本
語
学
習
初

期
の
人
で
も
わ
か
り
安
い
平
易

な
表
現
な
が
ら
も
、
内
容
は
、

一
般
の
成
人
の
日
本
人
が
読
ん

で
も
耐
え
う
る
情
報
価
値
の
あ

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
か
ら
は
イ
ラ
ス
ト

も
分
か
り
や
す
い
と
好
評
だ
っ

た
ほ
か
「
１
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
セ

ン
テ
ン
ス
を
短
く
、
ふ
り
が
な

は
ル
ビ
に
し
て
読
み
方
を
表

記
、
難
し
い
単
語
に
は
記
事
の

デジタル版の記事を映し出して授業する学生たち

下
に
脚
注
と
し
て
解
説
や
英
訳

も
あ
る
と
助
か
る
」
な
ど
と
い

っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
出
さ
れ

た
。
本
紙
で
は
早
速
来
週
号
か

ら
で
き
る
と
こ
ろ
を
改
善
し
て

い
く
予
定
だ
。
こ
れ
ま
で
、
本

紙
が
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た

例
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は

日
本
語
授
業
の
あ
る
公
立
フ
ラ

ン
シ
ス
ル
イ
ス
高
校
で
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
大
学
で

使
わ
れ
る
の
は
初
め
て
。
同
大

で
は
今
後
も
不
定
期
で
本
紙
を

活
用
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド

行
進
出
演
者
発
表

　

メ
イ
シ
ー
ズ
・
サ
ン
ク
ス
ギ

ビ
ン
グ
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
の

出
演
者
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ

た
。
今
年
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、

17
体
の
巨
大
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
バ

ル
ー
ン
、
22
台
の
フ
ロ
ー
ト
、

15
体
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
伝
統
の

イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル
、
11
の
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
７
０
０
人

の
ピ
エ
ロ
、
10
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
登
場
し
多
彩

な
ス
タ
ー
た
ち
が
今
年
の
メ
イ

シ
ー
ズ
・
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
・

デ
イ
・
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
。

　

日
本
政
府
は
３
日
、
令
和
6

年
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表

し
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
管
轄
地
域
で
は 

本

間
俊
一
教
授
＝
写
真
＝
が
瑞
宝

中
綬
章
を
受
章
し
た
。

　

本
間
教
授
は
、
当
地
に
お
い

本
間
教
授
が
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

て
邦
人
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
代
表
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
歴
史
評
議
会
会

長
、
ま
た
米
国
日
本
人
医
師
会

元
会
長
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
日
本
人
お
よ

び
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
非

常
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
医

学
部
教
授
と
し
て
、
多
く
の
日

本
人
研
究
者
や
日
本
人
留
学
生

に
対
す
る
教
育
を
通
じ
、
日
本

の
医
学
界
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
本
間
教
授
の

声
が
け
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ

ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
に
あ
る
荒
れ

果
て
た
野
口
英
世
の
墓
を
綺
麗

に
清
掃
し
、
守
る
会
も
発
足
さ

せ
て
毎
年
式
典
を
開
催
し
て
い

る
。
受
章
功
績
は
在
留
邦
人
・

日
系
人
へ
の
福
祉
功
労
。

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）11月 9日（土）

www.nyseikatsu.com

　

交
通
規
則
を
無
視
し
て
道
路

を
横
断
す
る
行
為
、
い
わ
ゆ
る

ジ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
Ｎ
Ｙ

市
内
で
10
月
26
日
に
合
法
と
な

っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
９
月
30

日
、
ジ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

違
反
と
は
み
な
さ
な
い
法
案
を

可
決
し
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
同
市
長
の
承
認
を
待
っ
た

が
、
同
市
長
は
承
認
を
辞
退
し

た
た
め
、
可
決
後
30
日
後
に
自

動
的
に
合
法
化
さ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
で
は
、
交
通
規
則
を

無
視
し
て
道
路
を
横
断
す
る
行

為
は
１
９
５
８
年
に
違
法
と
な

り
、
１
回
毎
に
罰
金
２
５
０
ド

ル
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
Ｎ
Ｙ
市
当
局
に
違
反
者
と
し

て
記
録
さ
れ
て
い
る
多
く
は
黒

人
や
ラ
テ
ン
系
で
、
２
０
２
３

ジ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク
が
合
法
に

個
人
の
判
断
が
重
要

　

今
回
の
選
挙
に
関
し
て
ト
ラ

ン
プ
が
勝
つ
理
由
と
背
景
を

色
々
と
列
挙
し
て
き
ま
し
た

が
、
ハ
リ
ス
が
負
け
る
理
由
は

書
い
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
し

た
。

　

１
つ
は
ガ
ザ
の
大
虐
殺
を
目

の
当
た
り
に
し
た
４
０
０
０
万

人
Ｚ
世
代
と
６
２
０
万
人
ア
ラ

ブ
系
の
有
権
者
が
投
票
に
躊
躇

し
た
こ
と
。
も
う
１
つ
は
バ
イ

デ
ン
政
権
の
イ
ン
フ
レ
対
策
と

国
境
対
策
の
手
ぬ
る
さ
が
嫌
わ

れ
た
こ
と
。
そ
し
て
い
ま
１
つ

は
、
こ
の
男
性
主
義
社
会
の
ア

メ
リ
カ
で
女
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

ヒ
ラ
リ
ー
敗
退
か
ら
８
年
、

ガ
ラ
ス
の
天
井
は
消
え
た
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
や
れ
「
女
に

大
統
領
は
務
ま
ら
な
い
」「
強

い
ト
ラ
ン
プ
じ
ゃ
な
い
と
ダ

メ
」
と
、
人
種
を
問
わ
ず
男
性

票
が
逃
げ
た
。

　

し
か
も
「
衣
食
足
り
て
礼
節

を
知
る
」
で
、
民
主
主
義
の
理

想
よ
り
も
今
こ
こ
に
あ
る
利
害

（
危
機
）
が
問
題
で
し
た
。
彼

は
自
身
の
人
格
的
欠
陥
を
そ
の

声
色
で
覆
い
隠
し
、「
経
営
の

天
才
」
と
い
う
虚
像
を
信
じ
込

ま
せ
た
。『
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
』

の
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、

そ
の
虚
像
を
作
り
上
げ
た
自
身

の
演
出
を
反
省
し
て
い
ま
し
た

が
時
す
で
に
遅
し
で
す
。

　

し
か
し
今
に
な
っ
て
い
く
ら

分
析
し
て
も
無
駄
で
す
。
で
き

る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
４
年
間

（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）
に
訪

れ
る
従
来
と
は
全
く
違
う
ア
メ

リ
カ
を
覚
悟
す
る
こ
と
。

　

問
題
は
、
１
期
目
に
ト
ラ
ン

プ
の
暴
走
を
か
ろ
う
じ
て
防
ご

う
と
し
て
い
た
共
和
党
本
流
の

閣
僚
候
補
が
す
で
に
い
な
い
こ

と
で
す
。
彼
ら
は
み
ん
な
ク
ビ

に
な
っ
た
。
残
っ
て
い
る
の
は

10
月
に
出
所
し
て
き
た
元
首
席

戦
略
官
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
バ
ノ
ン

や
元
上
級
政
策
顧
問
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ミ
ラ
ー
、
お
よ
び
右
派

シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ヘ
リ
テ
ー
ジ

財
団
」
に
天
下
り
、
臥
薪
嘗
胆

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
」

と
い
う
「
第
２
次
ア
メ
リ
カ
革

命
」
を
提
案
し
た
数
多
の
第
１

期
政
権
の
残
党
た
ち
で
す
。

　

や
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は

次
の
通
り
で
す
。

　

大
統
領
権
限
の
強
化
拡
大
の

た
め
に
、
各
種
規
制
官
庁
を
大

統
領
の
管
理
下
に
置
く
。
議
会

の
可
決
し
た
予
算
執
行
を
大
統

領
権
限
で
止
め
さ
せ
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
。
国
務
省
の
上
級

官
吏
５
０
０
人
の
解
任
。
全
省

庁
４
０
０
０
人
の
政
府
任
用
職

の
大
統
領
へ
の
忠
誠
宣
誓
。
同

様
の
政
府
任
用
職
を
下
級
官
吏

数
万
人
に
ま
で
拡
大
。

　

オ
バ
マ
ケ
ア
撤
廃
と
新
保
険

制
度
の
導
入
。
避
妊
薬
の
保
険

適
用
撤
廃
。
中
絶
薬
の
禁
止
。

低
所
得
・
高
齢
者
向
け
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
の
縮
小
。
白
人
差
別
の

犯
罪
化
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
反

差
別
保
護
法
を
廃
止
。
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
の
否
定
。

　

移
民
問
題
で
は
、
就
任
最

初
の
１
年
で
「
不
法
移
民
」

１
０
０
万
人
以
上
を
強
制
送

還
。
国
境
警
備
と
移
民
管
理
の

た
め
の
連
邦
職
員
と
州
兵
・
国

軍
の
再
編
。「
不
法
移
民
」
の

子
ど
も
た
ち
に
は
出
生
に
伴
う

米
国
籍
の
授
与
を
中
止
。

　

彼
を
訴
追
し
た
司
法
省
へ
の

仕
返
し
と
し
て
、
バ
イ
デ
ン
一

家
の
犯
罪
捜
査
に
着
手
。
司
法

省
職
員
の
入
れ
替
え
ま
た
は
司

法
省
の
廃
止
。
彼
を
政
治
的
に

批
判
し
た
者
へ
の
刑
事
訴
追
。

敵
対
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
起

訴
。
連
邦
議
会
襲
撃
事
件
の
起

訴
・
有
罪
者
へ
の
一
括
恩
赦
。

　

環
境
保
護
政
策
の
一
掃
。
環

境
保
護
庁
の
縮
小
。
ア
メ
リ
カ

海
洋
大
気
庁
の
廃
止
。

　

そ
し
て
１
０
０
〜
２
０
０
％

の
中
国
へ
の
関
税
。
国
外
生
産

品
へ
の
関
税
引
き
上
げ
。
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
予
算
の
削
減
も
し
く
は
撤

退
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
24
時

間
以
内
の
終
結
…
…
等
々
。

　

目
眩
い
の
す
る
政
策
ば
か
り

で
す
。「
実
際
に
は
そ
う
極
端

に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
見

る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
と
に

か
く
大
統
領
の
独
断
で
な
ん
で

も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ト

ラ
ン
プ
自
身
は
政
権
運
営
よ
り

も
刑
事
訴
追
を
免
れ
る
た
め
に

勝
つ
だ
け
が
目
的
の
選
挙
で
し

た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
政
策
は
彼

の
後
ろ
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
５
」
の
野
心
的
ス
タ
ッ

フ
が
世
界
構
造
を
変
え
る
た
め

に
着
々
と
進
め
る
こ
と
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
が
怖
い
。

　

合
法
的
な
選
挙
で
選
ば
れ
た

こ
の
実
質
的
な
ク
ー
デ
タ
ー

に
、
91
年
前
の
ド
イ
ツ
を
連
想

す
る
の
は
私
だ
け
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
。
し
っ
か
し
、
あ
の
正

体
を
知
り
つ
く
し
た
上
で
そ
の

人
物
を
再
び
大
統
領
に
就
か
せ

る
だ
な
ん
て
、
ね
…
…
。

（
武
藤
芳
治
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

世
界
構
造
が
変
わ
る

　

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
10

月
31
日
、
２
０
２
４
年
米
日
カ

ウ
ン
シ
ル
年
次
総
会
に
際
し

て
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

し
た
。

　
「
本
年
の
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル

年
次
総
会
の
開
催
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
米
日
カ

ウ
ン
シ
ル
は
２
０
０
９
年
の
発

足
以
来
、
両
国
の
人
的
交
流
、

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
、

日
本
と
米
国
、
そ
し
て
日
本
と

米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
年
次
総
会

石
破
首
相
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

吉田まさかの判定負け

年
で
は
そ
の
割
合
は
90
％
を
し

め
た
。
同
法
案
を
提
出
し
た
メ

ル
セ
デ
ス
・
ナ
ル
シ
ス
同
市
議

会
議
員
は
「
市
民
の
ほ
と
ん
ど

が
信
号
無
視
を
し
て
い
る
一

方
、
違
反
者
の
人
種
が
偏
っ
て

い
る
不
均
衡
を
指
摘
す
る
」
と

話
し
て
い
た
。
同
法
の
合
法
化

で
、
同
市
内
で
は
信
号
や
横
断

歩
道
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
道
路

を
横
切
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る

が
、
歩
行
者
は
走
行
し
て
く
る

車
を
故
意
に
止
め
る
よ
う
な
行

為
は
せ
ず
、
道
路
標
識
や
規
則

に
理
性
的
に
従
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ

ン
で
10
月
24
日
実
施
さ
れ
た
Ｉ

Ｂ
Ｆ
女
子
バ
ン
タ
ム
級
タ
イ
ト

ル
マ
ッ
チ
（
2
分
10
Ｒ
）
で
、

王
者
・
吉
田
実
代
（
36
＝
日
本)

が
挑
戦
者
で
同
級
1
位
の
シ
ュ

レ
ッ
タ
ー
・
メ
ト
カ
フ
（
39
＝

米
国
）
に
判
定
０
ー
３
（
94
ー

96
、
93
ー
97
、
91
ー
99
）
で
敗

れ
た
。
吉
田
は
信
じ
ら
れ
な
い

と
い
う
表
情
で
会
場
の
観
客
か

ら
も
大
ブ
ー
イ
ン
グ
が
起
こ
る

厳
し
い
判
定
と
な
っ
た
。

　

吉
田
は
昨
年
12
月
の
Ｉ
Ｂ
Ｆ

女
子
世
界
バ
ン
タ
ム
級
タ
イ
ト

ル
マ
ッ
チ
で
、
当
時
の
王
者
エ

バ
ニ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
に
挑
戦

し
、
判
定
3
ー
0
で
勝
利
。
Ｗ

Ｂ
Ｏ
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級

王
座
と
合
わ
せ
て
、
2
階
級
制

覇
を
達
成
し
て
い
た
。 

　

だ
が
昨
年
11
月
に
米
国
デ
ビ

ュ
ー
2
戦
目
で
メ
ト
カ
フ
と
対

戦
す
る
も
3
ー
0
判
定
負
け
て

い
る
。
試
合
は
１
Ｒ
序
盤
か
ら

長
い
ジ
ャ
ブ
で
距
離
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
メ
ト
カ
フ
に
対

し
、
吉
田
は
相
手
の
懐
に
飛
び

込
み
連
打
す
る
展
開
。
吉
田
の

パ
ワ
ー
あ
る
右
が
メ
ト
カ
フ
の

顔
面
を
強
打
す
る
場
面
も
あ

り
、
メ
ト
カ
フ
の
カ
ウ
ン
タ
ー

フ
ッ
ク
や
ア
ッ
パ
ー
に
吉
田
は

連
打
で
対
抗
、
積
極
的
な
試
合

展
開
を
見
せ
た
。

　

後
半
も
、
メ
ト
カ
フ
の
顔
を

日
系
人
と
の
関
係
強
化
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
『
ト
モ
ダ
チ
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
』
は
両
国
の
若
い
世

代
を
結
び
つ
け
、
相
互
理
解
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
50

年
、
１
０
０
年
に
わ
た
る
日
米

の
友
好
と
協
力
の
基
盤
を
築
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
ま
す
。
日

米
同
盟
は
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

と
国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
の

基
盤
で
す
。
私
は
総
理
大
臣
就

任
直
後
に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と

の
電
話
会
談
を
行
い
、
日
米
同

盟
の
強
化
は
政
権
の
外
交
・
安

全
保
障
政
策
上
の
最
優
先
事
項

で
あ
る
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

来
月
に
は
米
国
に
お
い
て
大
統

領
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
米
同
盟
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
党
派
を
超
え
た
支
持
が

判定直後呆然とする吉田（右）（Photo : Takako Ida )

あ
り
、
そ
し
て
、
日
米
間
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
が
培
っ
て
き
た

信
頼
と
友
好
関
係
は
、
選
挙
の

結
果
に
よ
り
決
し
て
変
わ
る
も

の
で
は
な
い
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
本
日
の
年
次
総
会
の
テ
ー

マ
で
あ
る
『
共
に
未
来
を
切
り

拓
く
：
新
た
な
米
日
関
係
の
時

代
』
は
、
ま
さ
に
時
宜
に
か
な

っ
た
も
の
で
す
。
最
後
に
、
故

ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ノ
ウ
エ
上
院
議

員
や
故
ア
イ
リ
ー
ン
・
ヒ
ラ
ノ
・

イ
ノ
ウ
エ
初
代
会
長
の
遺
志
を

継
ぎ
、
日
米
関
係
の
発
展
に
寄

与
し
て
こ
ら
れ
た
全
て
の
関
係

者
の
皆
様
に
、
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
ま
す
。
本
日
の
総
会

が
、
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
の
更
な

る
発
展
と
、
日
米
関
係
の
一
層

の
深
化
、
そ
し
て
、
地
域
や
世

界
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

向
け
た
新
た
な
出
発
点
と
な
る

こ
と
を
強
く
期
待
し
つ
つ
、
私

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
総
会
の
成
功
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」。

強
打
す
る
場
面
も
あ
り
、
最
終

の
10
Ｒ
で
も
吉
田
の
強
烈
な
右

が
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
。
と
も
に

ダ
ウ
ン
は
な
か
っ
た
が
、
吉
田

が
力
強
い
戦
い
を
見
せ
た
。
し

か
し
判
定
は
メ
ト
カ
フ
だ
っ

た
。
判
定
を
聞
い
た
吉
田
は
信

じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
表
情
で

呆
然
と
立
ち
尽
く
し
、
会
場
の

観
客
か
ら
も
大
ブ
ー
イ
ン
グ
が

お
こ
っ
た
。
吉
田
の
セ
コ
ン
ド

に
付
い
た
元
世
界
3
階
級
制
覇

王
者
ホ
ル
ヘ
・
リ
ナ
レ
ス
も「
ひ

ど
す
ぎ
る
採
点
、
彼
ら
は
フ
ァ

イ
ト
を
盗
ん
だ
」
と
語
っ
た
よ

う
で
、こ
の
試
合
を
配
信
し
た
。

　

試
合
後
吉
田
は
「
た
だ
た
だ

虚
し
い
。
自
分
も
ト
レ
ー
ナ
ー

も
審
判
も
私
の
勝
利
を
確
信
し

て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
真

逆
の
判
定
で
。
血
の
滲
む
よ
う

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
き
た

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
報
わ
れ
な
い
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
、
虚
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
」
と
涙
を
溜
め
な
が
ら
話

し
た
。

　

所
属
事
務
所
は
真
偽
再
検
討

申
立
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
に
正
式
に
異

議
申
立
を
行
っ
た
。
事
態
は
再

試
合
の
設
定
の
申
立
て
を
す
る

ま
で
に
発
展
し
て
い
る
。
吉
田

が
全
て
に
お
い
て
命
中
率
を
圧

倒
的
に
上
回
っ
て
お
り
、
審
判

の
判
定
は
明
ら
か
に
お
か
し
い

と
い
う
も
の
だ
。
調
査
結
果
次

第
で
は
結
果
の
修
正
、
ま
た
は

リ
マ
ッ
チ
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。
会
場
に
は

１
０
０
人
近
い
日
本
人
応
援
団

が
い
た
が
、
誰
も
が
勝
ち
を
疑

う
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
判
定
が
出
る

の
か
理
解
に
苦
し
む
結
果
と
な

っ
た
。

　

現
在
一
時
帰
国
中
の
吉
田
は

６
日
、
日
本
か
ら
本
紙
に
次
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。「
今
回
、
私
達
の
チ
ー
ム

は
全
て
を
出
し
切
り
闘
い
、
勝

利
を
確
信
し
て
い
た
だ
け
に
不

可
解
な
判
定
に
つ
い
て
現
在
Ｉ

Ｂ
Ｆ
に
提
訴
中
で
す
。
Ｎ
Ｙ
に

来
て
約
2
年
で
沢
山
の
方
々
か

ら
応
援
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

い
つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
の
お
陰
で
再
び

立
ち
上
が
る
準
備
が
出
来
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
」。

勝
っ
て
い
た
試
合
で
な
ぜ
？

女
子
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ

https://on-timelimo.com/
https://www.hondag.com
http://www.nyseikatsu.com
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ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
株
）

は 

11
月
20
日
（
水
）
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
、
３
時
半
ま
た
は
６
時
半
ス

タ
ー
ト
。
会
場
は
45
丁
目
と
２

番
街
。
教
材
は
英
語
で
日
本
語

訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語
も
両

方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ
り
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
為
の
食

品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、
ビ
タ

ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保
持
、
活

性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア
ミ

ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の
効

用
な
ど
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

　

試
験
合
格
者
は
講
師
養
成
講

座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校
と
し

て
世
界
で
独
立
開
校
が
可
能
。

米
国
、
日
本
、
英
国
な
ど
で
公

式
称
号
の
下
、
活
動
で
き
る
。

講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認

協
会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
武
石
越
路
さ
ん
（
共
立
女

子
大
学
食
物
科
卒
業
）。”

遺

伝
子
食
事
テ
ス
ト”
米
国
開
業

医
等
が
顧
問
。「
皆
で
１
２
０

歳
ま
で
元
気
に
楽
し
く
美
し

く
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
通
信
教

育
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド

ル
（
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト

代
、
日
本
語
訳
、
資
料
代
、

受
験
料
、
証
書
代
な
ど
全
含

む
）。
申
し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
を
見
た
と
伝
え
る
と

１
０
０
ド
ル
引
き
に
な
る
。
問

い
合
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０

（
テ
キ
ス
ト
可
）
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルLicense_power@aol.

com 

（
松
井
さ
ん
）
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

licensepower.net

を
参
照
。
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日
本
の
政
治
が
変
わ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
日
本
は
根
底
か
ら

変
わ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し

た
。
皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、

大
政
党
が
衆
院
選
で
ち
ょ
っ
と

負
け
た
の
で
は
な
く
、「
大
敗
」

し
た
の
で
す
。
ひ
と
昔
前
な
ら

こ
の
程
度
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な

ら
辛
勝
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
憶
測
で
す
が
、
裏
に
お
ら

れ
る
ブ
レ
イ
ン
も
「
大
政
党
が

引
き
続
き
選
挙
に
勝
つ
タ
イ
ミ

ン
グ
も
今
だ
！
」
と
渾
身
の
衆

院
解
散
を
仕
掛
け
た
は
ず
で
す

が
、
過
去
の
法
則
が
全
く
当
た

ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
と
な

り
ま
し
た
。
古
い
言
い
方
で
す

が
、
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
。

美
空
ひ
ば
り
に
、
都
は
る
み
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
「
世
界
に
一
つ
だ

け
の
花
」を
み
ん
な
で
歌
っ
て
、

紅
白
歌
合
戦
で
視
聴
率
80
％
み

た
い
な
「
メ
デ
ィ
ア
煽
動
の
時

代
は
な
く
な
っ
た
ん
だ
」
と
い

う
く
ら
い
衝
撃
を
感
じ
ま
し

た
。
近
い
う
ち
に
兵
庫
県
知
事

選
挙
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果

次
第
で
私
は
衝
撃
を
「
確
信
」

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
初
旬
に
広
島
県

福
山
市
で
「
日
本
通
所
ケ
ア
研

究
大
会
２
０
２
４
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
内

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
確
変
し
て

い
く
中
で
、
我
が
介
護
業
界
も

確
変
を
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。「
介
護
は
こ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
ル
ー
ル
」「
高
齢
者
は
大

切
に
」「
お
客
様
は
神
様
で
す
」

な
ど
の
既
存
思
想
を
打
ち
破
る

新
し
い
考
え
方
を
イ
ン
プ
ッ
ト

で
き
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら
参

加
さ
れ
た
タ
ブ
ノ
キ
み
ん
な
の

家
さ
ん
の
「
共
生
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
の
新
し
い
形
は
、
高
齢

者
と
障
害
者
と
い
う
分
け
方
す

ら
存
在
し
な
い
。
職
員
と
利
用

者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が「
自

分
た
ち
の
過
ご
す
時
間
の
質
」

を
高
め
る
た
め
「
こ
こ
ろ
の
線

引
き
」
を
排
除
し
、
お
互
い
の

遠
慮
も
な
く
、貴
重
な
「
互
助
」

が
存
在
し
ま
す
。
私
は
「
都
会

だ
か
ら
、
田
舎
だ
か
ら
」
も
、

「
広
い
か
ら
、
狭
い
か
ら
」「
お

金
が
あ
る
か
ら
、
な
い
か
ら
」

も
関
係
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
一
度
見
に
行
か
な
き
ゃ
。

そ
し
て
、
青
森
県
か
ら
参
加
さ

れ
た
「
仮
想
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

の
池
田
介
護
研
究
所
さ
ん
。
そ

の
「
リ
ア
ル
」
はYouTube

で
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
検

索
ワ
ー
ド
は
「
令
和
の
虎　

仮

想
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
見
て
み

て
下
さ
い
。
こ
こ
に
も
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
行
か
な
き
ゃ
な
ら

な
い
」「
画
面
の
向
こ
う
に
い

る
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
」
と

い
う
既
成
概
念
は
取
っ
払
わ
れ

る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
、
先
週
、
私
も
「
麻
雀
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
京
都
市
）」
を

見
学
し
た
の
で
す
が
、「
ド
ン

ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
と
牌
を
転
が

す
、
触
る
、
並
べ
る
と
い
う
感

触
が
な
い
と
や
っ
て
る
感
じ
が

既
存
の
考
え
方
が
確
変
し
た

時
代
に
感
じ
る
可
能
性

し
な
い
の
よ
ね
」
と
い
う
お
声

は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
で
は
、「
ど
う
し

て
も
そ
こ
に
行
け
な
い
」
と
い

う
悲
劇
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

い
の
か
。
そ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ

Ｉ
の
発
達
は
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
く
れ
る
は
ず
な
の
で
す
。
し

か
し
、
ま
だ
、
国
の
ル
ー
ル
が

つ
い
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
自
動
運
転
の
進
化
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
等
、
民

間
の
進
化
に
国
が
つ
い
て
い
け

な
い
日
本
に
悲
劇
を
感
じ
ま

す
。
仮
想
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
賛
否
両
論
飛
び
交
い
ま

す
が
、
私
は
「
あ
り
え
な
い
」

が
「
ア
リ
エ
ル
」
に
変
わ
る
瞬

間
に
立
ち
会
え
て
い
る
感
動
が

あ
り
ま
し
た
。
福
山
に
来
て
よ

か
っ
た
。

　

さ
て
、
ま
た
政
治
の
話
に
戻

り
ま
す
が
、
政
治
の
世
界
は
未

だ
「
勝
ち
馬
」
に
乗
る
た
め
、

全
て
を
捧
げ
る
が
如
く
、
票
集

め
、
名
簿
集
め
、
癒
着
、
既
得

権
益
へ
の
期
待
。「
寄
ら
ば
大

樹
の
陰
」
と
い
う
安
心
さ
。
こ

れ
は
日
本
人
の
国
民
性
な
ん
で

す
か
ね
。だ
か
ら
と
言
っ
て「
時

代
は
一
匹
狼
」
に
な
っ
た
と
ま

で
は
言
い
ま
せ
ん
。「
人
間
は

弱
い
生
き
物
。群
れ
る
生
き
物
」

な
ん
で
す
か
ら
。
猿
だ
っ
て
、

鳥
だ
っ
て
、
魚
だ
っ
て
、
仲
間

と
は
ぐ
れ
た
ら
死
ん
で
し
ま
う

の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
自
然
の

摂
理
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
群
れ
で

そ
っ
ち
に
行
っ
た
ら
全
員
死
ん

じ
ゃ
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
で

す
。
人
間
は
「
考
え
る
葦
」
で

も
あ
る
の
で
す
。
自
分
で
何
が

ベ
ス
ト
か
ち
ゃ
ん
と
考
え
ま
し

ょ
う
。
し
か
も
、
そ
の
瞬
間
に

判
断
し
た
自
分
の
ベ
ス
ト
が
コ

ロ
コ
ロ
変
わ
っ
た
っ
て
い
い
の

で
す
。
逆
に
頑
固
と
し
て
動
か

な
い
、
筋
を
通
し
て
も
い
い
で

す
。
た
だ
し
、
絶
対
や
め
て
ほ

し
い
、
自
分
の
判
断
の
理
由
が

「
う
ち
の
会
社
が
そ
う
し
ろ
っ

て
い
う
か
ら
」
と
か
、「
恩
人

に
頼
ま
れ
た
の
で
」
と
い
う
言

い
訳
だ
け
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

「
個
性
が
重
視
さ
れ
る
時
代
」

と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
の
を

排
除
し
て
、
そ
れ
を
ト
リ
ガ
ー

と
し
て
人
間
は
幸
せ
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
。そ
れ
が
結
果
、

戦
争
に
も
な
る
し
、
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
し
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

近
年
ア
メ
リ
カ
へ
の
高
度
技

能
移
民
に
大
き
な
変
化
が
見
ら

れ
、
特
に
Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
と
国

家
利
益
免
除
（
Ｎ
Ｉ
Ｗ
）
の
承

認
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
変
化
は
バ
イ
デ
ン
政

権
の
有
利
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
背

景
に
、
特
に
科
学
、
技
術
、
工

学
、
数
学
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
分
野

の
ト
ッ
プ
人
材
を
引
き
寄
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
は
、
科
学
、

教
育
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
分
野
で
卓
越
し
た
能
力

を
持
つ
個
人
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
と
は
異

な
り
年
間
の
上
限
が
な
い
た

め
、
特
に
高
度
な
資
格
を
持
つ

専
門
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な
選

択
肢
で
す
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の

２
０
２
２
年
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

よ
り
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
分
野
に
お
け
る

資
格
要
件
が
明
確
化
さ
れ
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
申

請
者
が
要
件
を
満
た
し
や
す
く

な
り
Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
の
申
請
と

承
認
が
増
加
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
21
年
か
ら
22
年
に
か
け
て

Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
の
申
請
数
は

８
０
１
０
件
か
ら
９
７
２
０
件

に
増
加
し
承
認
率
は
91
％
か
ら

94
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。
23
年

は
申
請
数
は
１
０
０
１
０
件
に

増
加
し
承
認
率
は
92
％
で
し

た
。
こ
れ
は
多
く
の
技
能
者
が

Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
を
利
用
し
て
ア

メ
リ
カ
で
働
け
る
よ
う
に
な

り
、
競
争
の
激
し
い
Ｈ
‐
１
Ｂ

ビ
ザ
の
抽
選
に
代
わ
る
選
択
肢

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
Ｎ
Ｉ
Ｗ
は
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
取
得
の
た
め
の
労
働
証
明

プ
ロ
セ
ス
を
回
避
す
る
方
法
の

一
つ
で
あ
り
国
家
的
に
重
要
と

認
め
ら
れ
る
仕
事
を
し
て
い
る

場
合
、
永
住
権
を
申
請
で
き
ま

す
。
22
年
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
特

に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
分
野
の
専
門
家
が

ア
メ
リ
カ
の
革
新
や
経
済
成
長

に
貢
献
す
る
場
合
に
Ｎ
Ｉ
Ｗ
の

適
格
性
を
拡
大
し
ま
し
た
。
21

年
か
ら
22
年
に
か
け
て
Ｎ
Ｉ
Ｗ

の
申
請
数
は
１
１
２
１
０
件
か

ら
２
１
２
３
０
件
に
倍
増
し
承

認
率
も
86
％
か
ら
90
％
に
上
昇

し
ま
し
た
。
23
年
は
申
請
数
が

さ
ら
に
３
９
８
４
０
件
に
急
増

し
承
認
率
は
80
％
で
し
た
。

　

Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
と
Ｎ
Ｉ
Ｗ
は

Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
に
代
わ
る
選
択

肢
と
し
て
ア
メ
リ
カ
経
済
に
貢

献
で
き
る
道
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
か
ら

の
証
拠
追
加
要
求
（
Ｒ
Ｆ
Ｅ
）

を
避
け
る
た
め
に
も
十
分
に
文

書
を
整
備
し
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｏ
‐
１
Ａ
ビ
ザ
と
Ｎ
Ｉ
Ｗ
の
承
認
増
加
：

高
度
技
能
移
民
へ
の
新
た
な
チ
ャ
ン
ス

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
ツ
リ
ー

９
日
に
到
着
予
定

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー

は
10
月
28
日
、
今
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
が
決
ま
っ
た
こ
と

を
発
表
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
冬
の
風
物
詩
の
一
つ

で
、
２
０
２
４
年
度
の
ツ
リ
ー

に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ

エ
ス
ト
・
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ

の
樹
齢
70
年
、
高
さ
74
フ
ィ
ー

ト
︵
22
・
５
メ
ー
ト
ル
︶
の
米

松
︵
マ
ツ
科
ト
ウ
ヒ
属
︶
が
選

ば
れ
た
。
９
日
に
同
セ
ン
タ
ー

に
到
着
す
る
。
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法
的
義
務
を
伴
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

そ
う
で
は
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
そ
の
１
）

クイックUSA

191

う
に
思
え
ま
す
が
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
さ

ら
に
シ
カ
ゴ
を
有
す
る
イ
リ
ノ

イ
に
法
律
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
人
口

の
優
に
3
分
の
１
近
く
は
カ
バ

ー
さ
れ
て
い
る
計
算
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
法
律
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
義
務
の
あ
る
州
で
万
一
、
職

場
で
セ
ク
ハ
ラ
が
起
こ
り
、
そ

れ
が
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
た
場

合
に
は
、
訴
え
の
中
で
必
ず
や

会
社
が
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
た
か
ど

う
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

り
ま
す
。
も
し
そ
の
中
で
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明

さ
れ
れ
ば
、
セ
ク
ハ
ラ
訴
訟
の

中
で
、
会
社
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
も
罰
則
の
対
象
と
な

り
、
さ
ら
に
は
訴
訟
過
程
の
中

で
会
社
側
は
よ
り
不
利
な
状
況

に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は

火
を
見
る
よ
り
も
明
か
で
す
。

そ
れ
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
義

務
を
法
律
で
課
せ
ら
れ
て
い
な

い
残
り
44
の
州
で
の
訴
訟
が
あ

っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
展

開
に
な
る
の
か
、
や
は
り
考
察

し
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
確
か
に
法
律
で

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
会
社

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
訴

訟
の
過
程
で
罰
則
の
対
象
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
法
律
で
は

な
い
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

の
連
邦
雇
用
行
政
機
関
で
あ

り
ま
す
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
（Equal 

Employment Opportunity 
Commission; 

雇
用
機
会
均
等

委
員
会
）
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
浮
上
し

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
法
律
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
に

従
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
よ
う
な
罰

則
規
定
と
い
う
も
の
は
設
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
罰
則
は
科
せ

ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
会
社
の

訴
訟
で
の
雲
行
き
は
断
然
よ
く

な
い
方
向
に
向
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
や
は
り
一
目
瞭
然
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ

Ｃ
は
ア
メ
リ
カ
労
働
省
（
Ｄ
Ｏ

Ｌ: Dept. of Labor

）
傘
下

に
位
置
す
る
連
邦
機
関
で
あ
り

　

ア
メ
リ
カ
各
州
の
雇
用
法
の

中
に
は
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
が
会
社

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
例
と

し
て
は
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
国

内
全
土
で
、
6
つ
の
州
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
務
付

け
た
の
を
古
い
順
に
申
し
上
げ

ま
す
と
、
メ
イ
ン
州
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
、
そ
し
て
イ
リ
ノ
イ

州
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
全
部
で

50
州
あ
る
わ
け
で
、
た
か
だ
か

6
州
だ
け
し
か
セ
ク
ハ
ラ
防
止

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
法
律
で
課
し

て
い
る
と
い
う
の
は
少
な
い
よ

旭
酒
造
・
桜
井
さ
ん
特
別
講
義

ハ
ン
タ
ー
大
学
食
文
化
コ
ー
ス
で

ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
も

の
は
、
州
に
は
関
係
な
く
、
ア

メ
リ
カ
全
土
で
適
用
さ
れ
る
規

定
と
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で

は
「
弊
社
オ
フ
ィ
ス
の
あ
る
州

の
法
律
で
は
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
必
要
な
い
で
す
ね
？
」
と

ご
質
問
さ
れ
て
く
る
日
系
企
業

の
方
が
と
き
お
り
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
が
、
州
の
法
律
に
は

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
ら
な
い
で

よ
い
と
い
う
理
屈
に
は
な
ら
な

い
こ
と
が
、
こ
の
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
お
分
か
り
に
な
っ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
つ
づ
く
）

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

ハ
ン
タ
ー
大
学
日
本
語
学
科

の
食
文
化
コ
ー
ス
は
10
月
22

日
、
旭
酒
造
株
式
会
社
（
山
口

県
岩
国
市
）
の
桜
井
博
志
会
長

を
講
師
に
招
い
て
特
別
授
業
を

行
っ
た
。
桜
井
さ
ん
は
「
小
さ

な
伝
統
酒
造
が
世
界
に
挑
戦
」

と
題
し
て
約
１
時
間
半
、
ス
ラ

イ
ド
や
ビ
デ
オ
を
見
せ
な
が

ら
、
家
業
を
継
い
だ
40
年
前
か

ら
伝
統
に
固
執
せ
ず
挑
戦
し
続

け
、
日
本
の
酒
造
で
輸
出
額
第

１
位
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
日

本
語
で
解
説
し
た
。

　

最
高
級
米
の
山
田
錦
を
扱
う

こ
と
に
し
た
り
、
杜
氏
な
し
で

機
械
で
デ
ー
タ
化
し
た
り
、
革

新
的
な
挑
戦
を
続
け
て
き
た
桜

井
さ
ん
。
２
０
２
３
年
に
は
Ｎ

Ｙ
州
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
に
も
開
業

JAL、APEX
「WORLD CLASS」で
2部門同時受賞

し
て
「
獺
祭
ブ
ル
ー
」
と
い
う

酒
の
製
造
・
販
売
を
始
め
る
と

い
う
新
事
業
に
、
桜
井
さ
ん
自

身
が
拠
点
を
米
国
に
移
し
て
挑

戦
中
だ
。

　

学
生
た
ち
は
「
Ｎ
Ｙ
で
つ
く

っ
た
酒
は
日
本
の
と
何
が
違
う

か
」「
酒
が
で
き
る
ま
で
ど
の

ぐ
ら
い
か
か
る
か
」「
日
本
人

も
獺
祭
ブ
ル
ー
に
興
味
が
あ
る

か
」
な
ど
、
て
い
ね
い
な
日
本

語
を
使
っ
て
質
問
し
た
。

　
「
Ｎ
Ｙ
工
場
で
は
今
後
ど
の

よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
く

か
」
と
の
質
問
に
は
「
手
間
を

か
け
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

人
、
ま
た
清
潔
さ
が
必
要
。
日

本
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
製

造
部
門
の
人
材
が
一
番
大
切
」

と
答
え
、
桜
井
会
長
が
社
員
と

一
丸
と
な
っ
て
て
い
ね
い
な
酒

造
り
を
続
け
て
い
る
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
た
。
同
社
は
社
員
約

２
０
０
人
と
業
界
一
の
大
所
帯

で
、若
い
社
員
も
多
い
と
い
う
。

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
10

月
30
日
、
北
米
を
拠
点
に
す
る

世
界
最
大
の
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界

団
体
の
一
つ
で
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

主
催
の
「
２
０
２
４
・
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
エ
キ
ス
ポ
」
に
て
、
世
界
最

高
水
準
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
エ
ア
ラ
イ
ン
と
し
て

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

ス
」
に
日
本
の
航
空
会
社
で
唯

一
４
年
連
続
認
定
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
を
対
象

に
今
年
新
設
さ
れ
た
「
ワ
ー
ル

ド
ク
ラ
ス
・
ラ
ウ
ン
ジ
」
も
同

時
受
賞
し
、
羽
田
空
港
と
成
田

空
港
の
国
際
線
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ァ
ー

ス
ト
ク
ラ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
が
世
界

最
高
水
準
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
認
定

さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

ス
」
は
、
社
会
の
価
値
観
が
変

化
す
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に

お
け
る
エ
ア
ラ
イ
ン
の
評
価
指

標
と
し
て
２
０
２
１
年
に
設

立
、
専
門
家
に
よ
る
搭
乗
監
査

と
利
用
者
か
ら
の
評
価
を
基
に

世
界
最
高
水
準
の
エ
ア
ラ
イ
ン

が
認
定
さ
れ
る
。今
年
度
よ
り
、

新
た
に
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
部
門
と

し
て
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
・
ラ

ウ
ン
ジ
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

で
、
空
港
か
ら
機
内
ま
で
一
貫

し
た
旅
の
体
験
と
し
て
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
『
10
月
の
米
雇
用
統
計
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
な
ど
の
影
響
で
新
規

雇
用
が
大
幅
低
下
、
失
業
率
は

4
・
1
％
で
変
わ
ら
ず
』（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国
労
働

省
は
11
月
1
日
、
10
月
の
雇
用

統
計
を
発
表
し
た
。
ハ
リ
ケ
ー

ン
や
ボ
ー
イ
ン
グ
の
ス
ト
ラ
イ

キ
と
い
っ
た
一
時
的
な
要
因
が

影
響
し
て
、
雇
用
者
数
が
大
き

く
落
ち
込
む
な
ど
か
く
乱
要
因

が
多
い
内
容
と
な
っ
た
。
就
業

者
数
（
前
月
差
36
万
８
０
０
０

人
減
）、
失
業
者
数
（
15
万
人

増
）、労
働
参
加
率
（
62
・
6
％
、

前
月
よ
り
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低

下
）
を
踏
ま
え
た
失
業
率
は
前

月
（
4
・
1
％
）
と
変
わ
ら
ず
、

市
場
予
想
と
も
一
致
し
た
。
非

自
発
的
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
選

択
し
て
い
る
者
な
ど
を
加
え
た

広
義
の
失
業
率
も
7
・
7
％
と

前
月
と
同
じ
だ
っ
た
。

■
『
米
財
務
省
、
米
軍
施
設
に

隣
接
す
る
不
動
産
取
引
の
Ｃ
Ｆ

Ｉ
Ｕ
Ｓ
審
査
対
象
を
拡
大
す
る

最
終
規
則
を
発
表
』（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国
財
務
省
は

11
月
1
日
、
米
軍
施
設
な
ど
に

隣
接
す
る
不
動
産
の
取
引
に
関

し
て
、
対
米
外
国
投
資
委
員

会
（
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
の
審
査
対

象
を
拡
大
す
る
最
終
規
則
を
発

表
し
た
。
対
象
と
な
る
米
軍
施

設
は
60
以
上
で
、
30
州
に
わ
た

る
。
近
く
官
報
で
正
式
に
公
示

し
、
公
示
か
ら
30
日
後
に
発
効

す
る
。

■
『
10
月
の
米
住
宅
ロ
ー
ン
金

利
は
6
・
72
％
に
上
昇
、
住
宅

販
売
の
押
し
下
げ
が
見
込
ま
れ

る
も
建
設
事
業
者
の
マ
イ
ン
ド

は
堅
調
』 （
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）

＝
米
国
連
邦
住
宅
金
融
抵
当
公

庫
（
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
）
は
10

月
31
日
、
10
月
第
5
週
の
住
宅

ロ
ー
ン
金
利
を
公
表
し
た
。
大

統
領
選
挙
後
に
予
想
さ
れ
る
財

政
拡
張
に
よ
る
財
政
悪
化
や
イ

ン
フ
レ
上
昇
懸
念
な
ど
に
伴

い
、
米
国
債
利
回
り
が
上
昇
し

た
結
果
、
30
年
物
固
定
住
宅
ロ

ー
ン
金
利
は
6
・
72
％
と
、
8

月
第
1
週
以
来
の
高
い
水
準
と

な
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
11
月

5
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ
メ
ー
ル　rept@jetro.go.jp

OG7wOTE8NhE?si=NO8Yo
JHaHr3bGr9S

独
自
の
酒
造
り
に
挑
戦
し
て
き
た
歴
史
を
話
す
桜
井
さ
ん

　
Ｊ-

Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
Ｎ

Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
）、
日
本
ク
ラ
ブ
、
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
法
律
事
務
所
と
共
催
で

20
日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら
日

本
ク
ラ
ブ
で
「
企
業
透
明
化
法

（Corporate Transparency 
Act

）」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
新
設
法
人
に

対
し
て
所
有
権
を
明
示
的
に

示
す
報
告
義
務
を
課
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
非
公
開
だ
っ
た

法
人
も
「
所
有
者
や
支
配
者
」

「
設
立
者
に
関
す
る
情
報
」
な

ど
を
提
供
義
務
を
課
す
も
の

に
な
る
。
報
告
義
務
を
怠
っ

た
場
合
、
1
日
あ
た
り
最
大

５
０
０
ド
ル
の
罰
金
、
ま
た
は

最
大
2
年
の
懲
役
お
よ
び
最
大

１
万
ド
ル
の
罰
金
が
科
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
報
告

期
日
が
今
年
12
月
末
に
迫
っ

て
い
る
。
参
加
費
用
35
ド
ル
。

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://note.com/0__/n/
n24e0d6e2e4b4

。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
受
講
で
き
る
（
参
加

費
10
ド
ル
）。

企
業
透
明
化
法
セ
ミ
ナ
ー

日
本
ク
ラ
ブ
で
20
日
開
催

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
rept@jetro.go.jp
https://note.com/0__/n/n24e0d6e2e4b4
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人
間
関
係
改
善
は

自
分
に
自
信
を
！

　

Ｎ
Ｙ
在
住
の
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
心
理
学
者
・
松
村
亜

里
さ
ん
が
『
う
ま
く
い
か

な
い
人
間
関
係
逆
転
の

法
則
』
出
版
記
念
ト
ー
ク

＆
サ
イ
ン
会
を
、
11
月
１

日
午
後
、
紀
伊
國
屋
書
店

Ｎ
Ｙ
本
店
で
開
催
し
た
。

　

松
村
さ
ん
は
医
学
博

士
・
臨
床
心
理
士
・
認

定
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
研
究
所

（https://lifebalanceny.
org/

）
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ロ
ンAri’s Academia

を
主
宰
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ

で
は
じ
め
た
一
般
向
け

の
心
理
学
講
座
が
人
気

と
な
り
、
現
在
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
世
界
中
に
発
信

し
て
い
る
。
ト
ー
ク
＆
サ

イ
ン
会
後
に
は
ア
フ
タ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催

さ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
自
分
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
引

き
よ
せ
る
理
想
の
状
態

に
す
る
た
め
に
は
、
自
ら

の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
が
不
可
欠
の
要

素
で
あ
る
と
し
て
、
会
場

に
集
ま
っ
た
参
加
者
同

士
が
３
人
単
位
の
グ
ル

ー
プ
を
隣
の
席
同
士
で

作
っ
て
、
最
近
よ
か
っ

た
こ
と
を
伝
え
合
う
「
感

謝
の
ピ
ン
ポ
ン
」、
相
手

の
良
さ
、
強
さ
は
何
か
、

い
ま
欲
し
い
も
の
は
何

か
な
ど
を
口
に
出
し
て

相
手
に
伝
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
。

松村亜里さんNY紀伊國屋で講演会

　

市
民
の
社
会
参
加
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
で
社
会
課
題
に

取
り
組
む
非
営
利
団
体
「
Ｎ
Ｙ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
東
京

都
渋
谷
区
に
あ
る
私
立
駒
場
学

園
高
等
学
校
の
生
徒
37
人
を
対

象
に
、
7
日
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ボ
ス
ト
ン
修
学
旅
行
の
一

環
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞

在
期
間
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　

同
校
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ

ー
マ
に
国
内
外
で
修
学
旅
行
を

実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
修
学
旅
行 

で
は「
異

国
の
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
通
じ
て
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
と
社
会
貢
献
を
考
え
る
機

会
を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
理

念
の
も
と
、
同
団
体
が
半
日
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
た
。 

　

今
回
、
生
徒
た
ち
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
慈
善
団
体
「God’s 

Love We Deliver

」
を
訪
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加 

し
た
。
こ
の
団
体
は
１
９
８
５

年
に
設
立
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
エ

イ
ズ
や
が
ん
、
認
知
症
な
ど
深

刻
な
病
を
抱
え
る
人
々
に
、
年 

間
約
５
０
０
万
食
以
上
の
栄
養

豊
富
な
食
事
を
届
け
て
い
る
。

活
動
は
１
万
７
０
０
０
人
の
受

益
者
へ
２
万
３
０
０
０
人
以
上

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
寄
付
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
団
体
に
つ
い
て
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
深
い
関
心
を
持
っ
て
参 

加
し
た
。
そ
の
後
、
自
ら
生
徒

た
ち
は
役
割
分
担
を
し
、
受
益

者
に
届
け
ら
れ
る
朝
食
の
パ
ッ

キ
ン
グ
作
業
を
行
な
っ
た
。
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
が
進
み
、
ス
タ

ッ
フ
は
そ
の
手
際
の
良
さ
に
感

心
し
て
い
た
様
子
だ
っ
た
。 

　
「God’s Love We Deliver

」

で
は
、
食
事
の
提
供
だ
け
で
な

く
、
受
益
者
に
生
き
る
喜
び
や

希
望
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め 

に
、
誕
生
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
カ
ー
ド
を

届
け
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
、
駒
場
学
園
の

生
徒
た
ち
は
、
受
益
者
へ
の
温

か
い
思
い
を
込
め
た
カ
ー
ド
や

折
り
紙
を
作
成
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
英
語
と
日
本
語

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、
折
り

紙
を
使
っ
た
立
体
的
な
カ
ー
ド

や
手
裏
剣
、
カ
ボ
チ
ャ
の
折
り

紙
も
作
成
し
、
時
間
い
っ
ぱ
い

ま
で
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。 

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
身
近
に
感
じ 

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
も

っ
と
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。

駒場学園高校の37人
社会貢献の修学旅行

Ｎ
Ｙ
で
実
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

幸
せ
に
な
る
に
は
、
よ
い
人
間

関
係
が
必
須
の
条
件
で
あ
る
こ

と
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
実
験
だ
。

　
「
今
回
の
本
は
、
こ
じ
れ
た

人
間
関
係
を
根
本
解
決
す
る
た

め
の
い
く
つ
か
の
法
則
を
書
い

た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

出
し
た
『
心
理
的
安
全
性
』『
自

己
効
力
感
』『
自
己
肯
定
感
』

『
強
み
の
育
て
方
』『
世
界
に
通

用
す
る
子
供
の
育
て
方
』
ど
れ

も
自
分
を
高
め
、
育
む
こ
と
を

念
頭
に
書
い
た
も
の
で
す
」
と

い
う
。
鬱
状
態
か
ら
普
通
に
戻

す
た
め
の
臨
床
心
理
学
は
あ
る

が
、
幸
せ
な
人
が
な
ぜ
幸
せ
な

の
か
を
研
究
す
る
学
問
が
な
い

こ
と
に
着
目
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

心
理
学
を
説
い
て
い
る
。

　
「
成
功
し
た
人
が
幸
せ
な
の

で
は
な
く
て
、
幸
せ
な
人
が
成

功
す
る
ん
で
す
」。
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も

ク
ヨ
ク
ヨ
考
え
ず
に
前
向
き

に
、
そ
ん
な
明
る
い
強
さ
が
鍵

の
よ
う
だ
。
心
理
学
を
通
し
て

「
人
間
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の

条
件
」
に
つ
い
て
次
作
の
構
想

も
動
き
始
め
て
い
る
。　
（
三
）

https://japanvillage.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://www.takesushi.us/
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://goshikiprinting.com/
https://lifebalanceny.org/
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ハ
ド
ソ
ン
郡
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
在
住
の
様
々
な
職
種
の
日

本
人
有
志
で
作
る
非
営
利
団

体
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
・
リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ

Ｃ
）」
は
、
１
日
（
金
）、
今
年

で
４
年
目
に
な
る
「
日
本
文
化

の
日
」
式
典
を
同
市
の
市
庁
舎

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
須
藤
史
奈
子
Ｊ
Ｃ

Ｌ
Ｊ
Ｃ
代
表
や
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
の
相

（
あ
い
）
真
紀
子
広
報
セ
ン
タ

ー
長
、
ユ
セ
フ
・
サ
レ
ー
同

市
市
会
議
員
ら
が
挨
拶
。
サ

レ
ー
議
員
は
「
様
々
な
民
族
が

集
ま
り
仲
良
く
生
活
し
て
い

る
こ
の
街
で
、
毎
年
、
日
本
の

文
化
の
日
を
祝
い
、
日
本
文

化
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
う
。
今
後
も
11
月
１
日
を

『
日
本
文
化
の
日
』
と
し
て
市

を
あ
げ
て
祝
っ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
同
式
典
で
は
、
鼓
舞
組

（
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
）
に
よ
る
太
鼓
演

奏
、
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
「
紅

玉
」
に
よ
る
演
舞
や
、
同
市

在
住
の
ギ
タ
リ
ス
ト
高
免
信

喜
と
舞
踏
家
小
島
風
香
に
よ

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で

日
本
の「
文
化
の
日
」
を
祝
う
式
典

市
庁
舎
に
日
の
丸
た
な
び
く

独
立
戦
争
の
古
戦
場
で
当
時
を
再
現

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
歴
史
協
会
23
日
に

　

ア
メ
リ
カ
が
独
立
戦
争
中
の

１
７
７
６
年
11
月
、
の
ち
に
米

国
初
代
大
統
領
に
な
る
ジ
ョ
ー

ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
将
軍
が
率
い
る

部
隊
が
、
ハ
ド
ソ
ン
川
を
挟
み

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
側
に
陣
取
る
英

国
軍
と
激
戦
を
交
わ
し
た
場
所

が
、
現
在
の
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
。

一
時
劣
勢
に
陥
っ
た
ワ
シ
ン
ト

ン
軍
が
こ
こ
か
ら
ハ
ッ
ケ
ン
サ

ッ
ク
の
陣
地
ま
で
撤
退
し
、
そ

こ
で
英
気
を
養
っ
た
あ
と
反
攻

に
転
じ
て
そ
れ
が
独
立
戦
争
の

勝
利
に
繋
が
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
歴
史
協
会
は

毎
年
、
同
時
期
に
当
時
を
再
現

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
は
23
日
（
土
）
10
時

過
ぎ
か
ら
始
ま
る
。
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
史
跡
公
園
に
当
時
の
軍
隊

の
衣
装
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー
や

当
時
の
女
性
に
扮
し
た
メ
ン
バ

ー
が
続
々
と
集
結
。
11
時
半
ご

ろ
に
軍
隊
が
、
同
町
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
公
園
ま
で
行
進
す
る
。

そ
こ
で
数
十
人
の
軍
人
が
整
列

し
空
砲
を
一
斉
掃
射
す
る
様
子

は
必
見
だ
。
午
後
に
は
史
跡
公

園
に
戻
り
、
当
時
の
音
楽
、
衣

装
や
兵
器
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。
翌
24
日

の
午
後
２
時
に
も
兵
器
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

る
予
定
。
ア
メ
リ
カ
建
国
の

歴
史
に
触
れ
る
良
い
機
会
に

な
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
詳
細
は
、

njpalisades.org

る
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
演
奏
と
手

話
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
市
庁
舎

の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
移
動
し
、
大

き
な
日
の
丸
の
旗
を
星
条
旗
と

共
に
掲
揚
。
気
持
ち
良
い
秋
晴

れ
の
青
空
を
バ
ッ
ク
に
た
な
び

く
日
の
丸
の
旗
を
眺
め
な
が
ら

式
典
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
問
題
を
ア

ー
ト
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

に
発
信
を
続
け
て
き
た
、
明

日
少
女
隊
（Tomorrow Girls Troop

）
の
ア
メ
リ
カ
東
海
岸

で
初
め
て
の
個
展
が
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
大
学
で

開
催
さ
れ
る
。
11
月
14
日
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
メ
ン
バ
ー

の
二
人
が
明
日
少
女
隊
の
活
動

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
説
明

す
る
。

　

作
品
の
テ
ー
マ
は
、
刑
法

性
犯
罪
改
正
、
広
辞
苑
の
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
定
義
、「
慰
安

婦
」
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
権
利
の
問
題
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
法
律
や
差
別
、
歴
史
問

題
な
ど
複
雑
で
敬
遠
さ
れ
が
ち

な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
明

日
少
女
隊
の
ア
ー

ト
は
、
世
界
の
美

術
界
の
み
な
ら
ず

ア
カ
デ
ミ
ア
か
ら

も
注
目
を
集
め
て

き
た
。
今
回
の
個

展
で
は
、
明
日
少

女
隊
の
発
足
か
ら

９
年
間
分
の
作
品

を
一
挙
に
公
開
す

る
。

　

展
覧
会
の
会
期

は
11
月
14
日
か
ら

12
月
18
日
。
月
曜

か
ら
金
曜
の
正
午

か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ト
ー
ク
は

11
月
14
日
、
午
後
４
時
か
ら
７

時
。

会

場
：NJCU Visual Arts 

Gallery

（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
、
カ
ル
バ
ー
ア
ベ
ニ
ュ

ー
１
０
０
番
地
）Website: 

njcu.edu/gallery　
問
い
合

わ
せ
：myoshimoto@njcu.

edu

（
由
本
さ
ん
）

東
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
問
題
を
ア
ー
ト
で
発
信

Ｎ
Ｊ
シ
テ
ィ
ー
大
学
で

「
明
日
少
女
隊
」
個
展

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
njpalisades.org
njcu.edu/gallery
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 千葉真知子の
 ART COOKING

　

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
ま
ろ
や

か
さ
と
万
願
寺
唐
辛
子
の
柔
ら

か
い
辛
味
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
さ

万
願
寺
唐
辛
子
チ
ー
ズ
ペ
ー
ス
ト

が
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
つ
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
た
ま
ら
な
い
お

い
し
さ
で
す
。

作
り
方

１　

万
願
寺
唐
辛
子
は
縦
半
分

に
切
り
、
種
を
取
り
除
き
、
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

２　

み
ょ
う
が
は
縦
半
分
に
切

り
、
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

３　

ボ
ウ
ル
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
を
入
れ
て
、
①
の
万
願
寺
、

②
の
み
ょ
う
が
を
混
ぜ
滑
ら
か

に
な
る
ま
で
混
ぜ
る
。

４　

食
べ
る
直
前
に
ク
ラ
ッ
カ

ー
に
③
を
つ
け
て
い
た
だ
く
。

材料

クリームチーズ ..... 1／２箱
万願寺唐辛子

 ............１本　小さめのもの
みょうが .......................１本

　

東
京
女
子
大
学
と
津
田
塾
大

学
は
、
両
校
の
交
流
を
深
め
る

新
た
な
試
み
と
し
て
合
同
同
窓

会
を
企
画
し
、
秋
晴
れ
の
10
月

20
日
午
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

系
人
会
に
集
合
し
、
初
の
会
合

を
持
っ
た
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

Ｎ
Ｙ
で
活
躍
の
映
像
作
家
・
溝

口
尚
美
さ
ん
を
招
き
、
溝
口
さ

ん
制
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「Ainu　
ひ
と
」
を
一

時
間
に
わ
た
り
鑑
賞
し
た
後
に

ア
イ
ヌ
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
、
そ
の
後
講
師
と
参
加

者
の
間
で
活
発
な
質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
同
じ
よ
う

な
経
験
を
重
ね
て
来
た
仲
間
と

し
て
の
連
帯
感
か
ら
、
打
ち
解

け
た
和
や
か
な
会
話
が
続
き
、

最
後
に
両
校
の
校
歌
を
披
露
し

合
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

　

同
窓
会
へ
の
参
加
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
今
、
こ
の
よ
う
な

合
同
の
会
を
持
つ
の
は
意
義
が

あ
る
と
の
意
見
が
一
致
し
、
次

の
集
ま
り
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

た
。
同
窓
生
は
次
の
番
号
ま
で

電
話
か
テ
キ
ス
ト
に
て
連
絡

を
。
東
京
女
子
大
学
・
電
話

９
１
７
・
８
４
６
・
５
８
８
３

竹
田
さ
ん
、
津
田
塾
大
学
・

９
０
８
・３
７
０
・４
３
９
１
宮

岡
さ
ん
。

東京女子大と津田塾大　
合同で同窓会 を開催

https://slide-method.com/welcome/
https://japan-universities.com/event/2024fall.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
http://www.easeny.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
増
田
早
希
さ
ん

（
38
）
は
、
今
月
７
日
か
ら
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
興
行
と
し

て
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
の
ア
ー
ガ
イ
ル
劇
場
で
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ク
リ
ス
マ
ス
・

キ
ャ
ロ
ル
」
で
、
プ
リ
ン
シ
パ

ル
役
の
ほ
か
に
振
り
付
け
助

手
、
ダ
ン
ス
キ
ャ
プ
テ
ン
も
任

さ
れ
て
い
る
。
公
演
は
来
年
１

月
５
日
ま
で
。
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
わ
る
人
た
ち
に
と
っ
て

は
１
年
で
一
番
忙
し
い
シ
ー
ズ

ン
だ
。

　

奈
良
県
桜
井
市
出
身
。
4
歳

の
時
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を

は
じ
め
た
。 

ロ
ー
カ
ル
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
に
所
属
し
、

バ
レ
エ
以
外
の
ダ
ン
ス
に
興
味

を
持
ち
、
京
都
女
子
大
学
1
年

の
時
に
休
学
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
留
学
を
決
意
。
ス
テ
ッ
プ
ス

オ
ン
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
、
バ

レ
エ
、
ジ
ャ
ズ
、
モ
ダ
ン
、
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
学

ん
だ
。
Ｎ
Ｙ
の
母
、
師
匠
で
あ

る
デ
ビ
ー
・
ロ
ッ
シ
ュ
に
出
会

う
。

　 

Ｎ
Ｙ
で
は
ダ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
に
所
属
し
な
が
ら
、
ス
テ

ッ
プ
ス
オ
ン
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

で
ロ
ッ
シ
ュ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

を
務
め
た
。
こ
の
間
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て
、
バ
レ
エ
カ
ン
パ

ニ
ー
の
「
く
る
み
割
り
人
形
」

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
り
、
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
で
の
活
動
を
つ
づ
け
る
。

ダ
ン
サ
ー
は
怪
我
や
故
障
は
つ

き
も
の
だ
が
、
増
田
さ
ん
も
足

の
怪
我
を
き
っ
か
け
に
本
来
の

目
的
で
あ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
女
優
に
な
る
こ
と
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
移
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
始

め
る
。
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

州
の
劇
場
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
キ
ャ
ッ
ツ
」
の
白
猫
ビ
ク
ト

リ
ア
役
に
抜
擢
さ
れ
ア
メ
リ
カ

で
初
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
し
、
そ
の
後
も
「
王

様
と
私
」
の
全
米
ツ
ア
ー
や

「
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
」、「
エ
ル
フ
」、

「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」、「
ク

リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」、「
メ

リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
な
ど
多
く
の

舞
台
を
踏
ん
で
き
た
。テ
レ
ビ
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
シ
ョ
ー
ト
フ

ィ
ル
ム
で
も
少
し
ず
つ
活
躍
し

て
い
る
。

　
「
こ
の
５
年
間
だ
け
を
見
て

も
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
を
は
じ

め
、
舞
台
芸
術
を
と
り
ま
く
世

界
は
人
種
の
多
様
性
が
急
激
に

高
ま
り
ま
し
た
。
昔
は
ア
ジ
ア

人
の
私
が
出
演
の
チ
ャ
ン
ス
を

得
ら
れ
る
作
品
と
い
え
ば
『
王

様
と
私
』
や
『
ミ
ス
サ
イ
ゴ
ン
』

な
ど
に
限
ら
れ
て
ま
し
た
が
最

近
は
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
多

く
の
ア
ジ
ア
系
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
米
国
で
舞

台
を
目
指
す
日
本
の
若
者
に
は

追
い
風
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

演
者
と
し
て
の
自
分
だ
け
で

は
な
く
、
舞
台
全
体
を
作
り
上

げ
て
い
く
振
り
付
け
助
手
、
ダ

ン
ス
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
仕

事
に
も
や
り
が
い
を
感
じ
始
め

て
い
る
毎
日
だ
。
ア
メ
リ
カ
に

生
き
な
が
ら
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

の
新
た
な
地
平
が
見
え
て
い

る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）　

シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
な
地
平
見
る

ミュージカル女優

増田 早希さんNYストスナ オシャレは街角から生まれる 153

NOVEMBER

ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
秋
の
装
い

　　今年の秋は快晴が続き、11 月に入るとセントラルパークの紅葉が雲一つ
ないコバルトブルーの空に映える。３月に２年ぶりで再オープンした「ボー
トハウス・レストラン」は、朝11時のオープニング後、たちまち観光客で賑わっ
てくる。レストランは１９５４年のオープニング以来ニューヨーク市のラン
ドマークの一つであったが、以前のオーナーが経済的に持続できなくなった
事を理由に２年間閉店した後、レジェンズ・ホスピタリティ・グループが代わっ
て運営、エグゼクティブシェフのアダム・フィスカスとコンサルティングシェ
フのデイブ・パスタナックがキッチンを担当、「モダンとノスタルジックな要
素を組み合わせた」コンチネンタルメニューを提供してオープン、今日すで
に賑わっている。池に面して席を設けたレストランからは紅葉の下をゆっく
りと進む手漕ぎボートも眺められる。ボートレンタルの小屋はレストラン隣
にある。　　　　　　　　　　　　      （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：ゾラ・ワジール（25 歳）
◇職業：テレビニュースのプ
ロダクションアシスタント
◇居住地：ブリックリン区
◇着用の服：バッグはケイト・
スペード、オーバーはマンゴ、
靴はコーチ、シャツはザラ、
腕時計は彼氏からのプレゼン
トでグッチ
◇よく利用する店：ケイト・

スペード
◇好きなブランド：ビーコン
ズクローゼット
◇着こなしで気をつけている
こと：個性があって着心地の
良いことが肝心
◇撮影場所：セントラルパー
クのボートハウス・レストラ
ン前

https://reformanyc.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
https://minglesoho-ny.com/
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

11 月

霜
しもつき

月

　

天
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

月
。
見
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、

顔
を
真
上
に
向
け
、
月
の
光
を

浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
静
か
な

光
は
、
次
第
に
力
強
く
感
じ
ら

れ
、
自
分
が
ゼ
ロ
の
時
点
に
戻

っ
た
よ
う
な
、
心
が
浄
化
さ
れ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
ま
両

手
に
何
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と

が
、
す
が
す
が
し
く
思
え
る
。

む
し
ろ
、
空
っ
ぽ
の
自
分
だ
か

ら
こ
そ
、
い
ろ
ん
な
も
の
に
出

会
い
、
心
を
動
か
し
て
い
け
そ

う
で
、
わ
く
わ
く
し
て
く
る
の

だ
。

季
語
＝
月 (

秋)

も
ち
ろ
ん
月

は
一
年
中
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
に
趣
が
あ
る
が
、
秋
は

空
気
が
澄
み
は
じ
め
、
月
の
清

さ
が
極
ま
る
と
言
わ
れ
る
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 　
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

www.artofhaiku.org 

参
照
。

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

月つ
き
て
ん
し
ん

天
心
な
に
か
生う

ま
れ
て
き
さ
う
な
無む

69

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
３
年

生
８
人
が
10
月
28
日
、
社
会
科

移
動
教
室
と
し
て
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
ス
チ
ュ
ー
・
レ
オ

ナ
ー
ド
本
店
を
見
学
し
た
。
児

童
は
事
前
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
工
夫
や
店
で
働
く
人

の
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
学
習

を
進
め
て
き
た
。

　

当
日
、
児
童
は
も
ら
っ
た
店

の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
心
の
準
備

を
万
端
に
整
え
、
担
当
者
か
ら

売
り
場
や
商
品
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
店
内
を
案
内
し
て
も
ら

っ
た
。「
で
き
る
限
り
新
鮮
な

も
の
を
提
供
す
る
た
め
に
工
夫

し
て
い
ま
す
」
と
生
き
て
い
る

ロ
ブ
ス
タ
ー
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
り
、「
お
客
さ
ん
の
要
望
に

応
じ
て
無
料
で
肉
を
カ
ッ
ト
し

て
い
ま
す
」
と
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
て
児
童
か
ら
は
驚
き
の

声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
そ
の
場
で
作
っ
て

提
供
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
が
手
作
り
さ
れ
て
い
る
様
子

を
見
た
り
、
店
内
の
至
る
と
こ

ろ
に
あ
る
子
供
の
客
を
喜
ば
せ

る
工
夫
を
探
し
た
り
と
、
目
で

見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
学

習
の
し
お
り
一
杯
に
記
録
す
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

見
学
の
最
後
に
は
、
担
当
者

に
直
接
質
問
を
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。「
お
店
が
始
ま
っ
た
の

は
い
つ
頃
で
す
か
」「
従
業
員

は
何
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
か
」
な

ど
、
児
童
の
質
問
に
対
し
、
担

当
者
は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え

た
。見
学
後
、児
童
か
ら
は
、「
ス

チ
ュ
ー
・
レ
オ
ナ
ー
ド
が
、
お

客
さ
ん
に
優
し
い
お
店
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
今
度

は
家
族
で
来
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
た
。店
の
協
力
で
、

学
び
の
多
い
大
満
足
の
社
会
科

移
動
教
室
と
な
っ
た
。

スーパーのお仕事
スチュー・レオナード見学

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の
４
、

５
、６
年
生
は
10
月
24
、
25
日
、

１
泊
２
日
の
宿
泊
学
習
で
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
ハ

ー
シ
ー
ズ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ワ
ー

ル
ド
を
訪
れ
た
。

　

１
日
目
は
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
のThe National 

Constitution Center
、

M
int

、Liberty Bell
、

Independence Hall

、Betsy 
Ross House

な
ど
を
見
学
し

た
。
子
ど
も
達
は
事
前
に
見
学

場
所
に
つ
い
て
調
べ
、
実
際
に

見
て
知
り
た
い
こ
と
や
施
設

の
人
に
質
問
し
た
い
こ
と
を

考
え
て
い
た
。The National 

Constitution Center

で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
音
楽
と

映
像
で
表
現
し
た“freedom 

rising”

を
食
い
入
る
よ
う
に

見
つ
め
、
ア
メ
リ
カ
人
の
力
強

さ
と
た
く
ま
し
さ
に
感
動
し

た
。Signers Hall

で
は
、
建

国
の
父
達
と
呼
ば
れ
る
人
物
た

ち
と
一
緒
の
写
真
を
撮
っ
た
。　
　

　

２
日
目
は
、
朝
か
ら
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
へ
向
か
っ
た
。
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
に
近
づ
く
と
次
第
に
景

色
が
変
わ
り
、
バ
ス
の
車
窓
か

ら
広
大
な
農
場
、
馬
や
牛
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

他
の
車
と
同
じ
よ
う
に
馬
車
が

道
路
を
走
っ
て
い
る
の
を
見
つ

け
る
と
子
ど
も
達
は
目
を
輝
か

せ
て
そ
の
様
子
を
眺
め
て
い

た
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
人
達
と

同
じ
よ
う
に
馬
車
に
乗
る
ツ
ア

ー
に
参
加
し
た
後
、
農
場
見
学

を
行
っ
た
。
電
気
を
使
わ
な
い

生
活
や
学
校
に
つ
い
て
ガ
イ
ド

　

育
英
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
）

は
、
11
月
17
日
（
日
）
に
幼
児

部
と
小
学
部
の
見
学
・
無
料
体

験
会
を
開
催
す
る
。
対
象
は
年

少
か
ら
小
学
6
年
生
。

　

幼
児
部
は
季
節
に
ち
な
ん
だ

折
り
紙
制
作
と
運
動
を
行
う
。

サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
幼
児
部
担

任
が
指
導
に
あ
た
り
、
参
加
者

は
楽
し
み
な
が
ら
活
動
で
き

る
。
小
学
部
は
理
科
専
科
の
教

員
に
よ
る
理
科
実
験
が
行
わ
れ

る
。
参
加
費
無
料
。
定
員
は
各

10
人
程
度
。
問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ルsunnj@

nyikuei.org

ま
で
、

　

11
月
1
日
に
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

全
部
門
の
新
年
度
の
要
項
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
12
月
1
日

（
日
）
か
ら
新
年
度
の
出
願
が

開
始
さ
れ
る
。

育英学園サンデースクールNJ校

見学・体験会

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
緊
急

時
の
連
絡
方
法
と
食
べ
物
の
保

管
方
法
な
ど
を
尋
ね
、
ガ
イ
ド

か
ら
「Good question.

」
と

褒
め
ら
れ
て
嬉
し
そ
う
で
あ
っ

た
。
昼
食
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ

ョ
ッ
プ
に
行
き
、
子
ど
も
達
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
自
身
で
注
文
と

会
計
を
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

た
。
事
前
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
注
文

の
英
語
表
現
を
練
習
し
て
い
た

子
ど
も
達
は
自
信
を
持
っ
て
自

分
の
食
べ
た
い
商
品
を
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
は
、
見
学

地
の
感
想
や
皆
で
過
ご
し
た
２

日
間
の
楽
し
い
思
い
出
を
語
り

合
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
宿
泊
学
習

http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.jwsny.org
tel:2122136069
https://www.nykoyamashodo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長 

）
小
学

部
１
・
２
年
生
は
、
10
月
23
日

に
秋
の
遠
足
を
実
施
し
た
。
行

き
先
は
学
園
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
30
分
ほ
ど
の
デ
マ
レ
ス

ト
・
フ
ァ
ー
ム
。

　

農
園
に
到
着
し
た
子
ど
も
達

は
、
干
草
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
で

ヘ
イ
ラ
イ
ド
に
乗
車
し
、
か
ぼ

ち
ゃ
畑
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
に

は
様
々
な
大
き
さ
の
か
ぼ
ち
ゃ

が
並
ん
で
い
て
、
子
ど
も
達
は

各
々
に
自
分
の
気
に
入
っ
た
も

の
を
見
つ
け
た
。
そ
の
後
、
農

園
内
で
「
秋
探
し
」
を
行
い
、

色
と
り
ど
り
の
落
ち
葉
や
草
、

木
の
実
な
ど
た
く
さ
ん
の
秋
を

見
つ
け
て
楽
し
ん
だ
。
落
ち
葉

を
使
っ
て
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

達
の
様
子
は
、秋
を
満
喫
し
た
。

　

育
英
学
園
で

か
ぼ
ち
ゃ
狩
り

　

10
月
31
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
を
実
施
し
た
。
同
園
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
10
月
に
な

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い

た
。
よ
く
ば
り
魔
女
が
登
場
し

い
ろ
い
ろ
な
い
た
ず
ら
を
仕
掛

け
て
廊
下
に
貼
っ
て
あ
る
絵
が

消
え
た
り
、
ク
ラ
ス
の
お
も
ち

ゃ
が
消
え
た
り
。
そ
の
た
び
に

子
ど
も
た
ち
は
大
騒
ぎ
。
よ
く

ば
り
魔
女
の
出
す
ク
イ
ズ
に
答

え
た
り
、
幼
稚
園
中
の
お
も
ち

ゃ
を
探
し
回
っ
た
り
し
な
が

ら
、
ど
ん
ど
ん
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
い

っ
た
。
衣
装
は
自
分
が
何
に
な

り
た
い
か
を
決
め
、
素
材
を
選

び
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
箱
、
包
装

紙
な
ど
保
護
者
ら
の
協
力
も
あ

り
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
素
材
の

中
か
ら
、
好
き
な
も
の
を
選
ん

で
作
っ
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
当

日
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
衣

装
を
着
て
み
ん
な
で
集
ま
っ
た

と
こ
ろ
へ
よ
く
ば
り
魔
女
が
登

場
。
子
ど
も
達
と
の
楽
し
い
掛

け
合
い
の
後
は
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
し

て
「
は
い
、
ポ
ー
ズ
！
」
と
そ

れ
ぞ
れ
が
ポ
ー
ズ
を
決
め
た
。

Trick or Treat

の
部
屋
に
行

き
仮
装
を
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
先
生

と
や
り
と
り
を
し
、
無
事
に
お

土
産
の
袋
を
も
ら
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら

ま
せ
想
像
す
る
楽
し
さ
を
た
く

さ
ん
経
験
し
た
。

　Alto

日
本
語
補
習
校
は
、
11

月
９
日
（
土
）
と
10
日
（
日
）

の
２
日
間
、
２
０
２
５
年
度
学

校
説
明
会
を
実
施
す
る
。
自
由

進
度
と
個
別
学
習
を
軸
に
し
た

日
本
語
学
習
の
場
を
提
供
し
て

き
た
学
校
。
当
日
は
理
念
や
学

習
の
実
践
、
児
童
た
ち
の
１
日

の
様
子
な
ど
を
紹
介
す
る
。
11

月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
10
分

か
ら
６
時
10
分
ま
で
小
・
中
学

部
。
10
日
（
日
）
午
後
３
時
40

分
か
ら
４
時
30
分
ま
で
幼
児

部
、
午
後
４
時
40
分
か
ら
５
時

40
分
ま
で
小
・
中
学
部
。
事
前

申
込
制
。
会
場
は
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の

校
舎
、
対
面
参
加
か
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
を
選
択
で
き
る
。
申

込
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://alto-edu.com/
を
参

照
す
る
。 入学説明会

Alto日本語補習校

こどものくに幼稚園

ハロウィーンパーティー

　

こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

今
月
は
、
高
校
入
試
に
お
け
る

「
帰
国
生
高
校
受
験
④　

英
数

国
3
科
目
入
試
の
戦
い
方
」
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

当
教
室
に
お
通
い
い
た
だ
い

て
い
る
お
子
様
方
の
様
子
を
科

目
別
に
み
て
み
ま
す
と
、
数
学

に
つ
い
て
は
、
計
算
や
関
数
な

ど
は
よ
く
で
き
る
方
が
多
い
一

方
で
、図
形
や
表
の
読
み
取
り
・

ま
た
は
文
章
題
な
ど
に
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

国
語
に
つ
い
て
は
、
と
に
か

く
漢
字
知
識
や
語
彙
に
つ
い

て
、
苦
手
意
識
が
あ
る
と
い
う

よ
り
も
「
知
ら
な
い
」
と
い
う

方
が
多
い
で
す
。
特
に
漢
字
に

つ
い
て
は
、
毎
授
業
で
実
施
し

て
い
る
漢
字
テ
ス
ト
で
は
点
数

が
取
れ
る
の
に
、
当
塾
で
毎
月

実
施
す
る
模
試
で
は
点
数
が
取

れ
な
い
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
は
漢
字
を
一
種
の「
記

号
」
と
し
て
と
ら
え
、
意
味
を

意
識
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
長
期
記
憶
ま
で
至
ら
ず
、

範
囲
の
広
い
模
試
な
ど
で
は
点

数
を
落
と
し
て
し
ま
う
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。（
こ
れ
は
日
本

国
内
の
生
徒
に
も
言
え
る
こ
と

で
す
が
）。

　

ま
た
、
英
語
に
つ
い
て
は
、

読
め
ま
す
し
聞
け
ま
す
が
、
文

法
や
語
彙
問
題
に
つ
い
て
は

「
な
ん
と
な
く
」
で
済
ま
せ
て

し
ま
う
方
が
多
い
で
す
。
な
ぜ

そ
れ
が
答
え
な
の
か
理
解
す
る

ま
で
に
至
ら
な
い
方
が
多
い
た

「
帰
国
生
高
校
受
験
④　

英
数
国
3
科
目
入
試
の
戦
い
方
」

5

め
、
点
数
が
安
定
し
ま
せ
ん
。

ま
た
日
本
の
受
験
英
語
特
有
の

「
英
文
和
訳
」「
日
本
語
で
の
説

明
問
題
」
に
苦
手
意
識
を
持
っ

て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

　

帰
国
生
高
校
入
試
に
お
い
て

は
、
数
国
が
多
少
厳
し
か
っ
た

と
し
て
も
、
英
語
を
得
点
源
に

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
有
利

に
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
英
語
を
高
い
点

数
で
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
と
考
え
ま
す
。
私
の
生
徒
に

は
、「
文
法
・
語
彙
と
向
き
合
う
。

『
な
ん
と
な
く
』
禁
止
。『
め
ん

ど
く
さ
い
』
は
禁
句
」
と
常
々

話
し
て
い
ま
す
が
、
一
度
理
解

を
す
る
と
文
法
や
知
識
を
使
い

こ
な
す
力
は
と
て
も
高
く
、
そ

れ
ら
の
知
識
や
運
用
能
力
が
、

エ
ッ
セ
イ
や
ス
ピ
ー
チ
に
生
き

て
く
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

で
き
れ
ば
中
２
ま
で
に
、
遅

く
と
も
中
３
の
６
月
ま
で
に
は

英
語
を
完
成
さ
せ
、
受
験
ま
で

１
年
を
切
っ
た
ら
数
学
・
国
語

を
中
心
に
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
高
校
受
験
の
「
勝
ち
パ
タ
ー

ン
」
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
12
月
は
「
帰
国
生
中
学
受

験
⑤　

面
接
・
作
文
」、
そ
し

て
1
月
に
は
「
帰
国
生
高
校
受

験
⑤　

受
験
の
た
め
の
帰
国
の

タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
つ
い
て
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。
次
回
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
部
長
）
は
10
月
27
日
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

年
長
ば
ら
組
と
年
中
ゆ
り
組
の

児
童
た
ち
が
参
加
し
た
。
教
室

に
は
、
魔
女
や
プ
リ
ン
セ
ス
、

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
や
お
ば
け
な

ど
、
お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
仮
装
し
た
姿
が
勢
揃
い

し
た
。イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り
は
、

年
長
と
年
中
の
児
童
が
ペ
ア
を

組
ん
で
挑
む
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち

な
ん
だ
な
ぞ
な
ぞ
タ
イ
ム
。
年

長
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
リ

ー
ド
し
「
黒
く
て
空
を
飛
ぶ
も

の
は
？
」「
目
が
一
つ
の
日
本

の
お
ば
け
は
？
」
な
ど
、
チ
ー

ム
で
相
談
し
な
が
ら
楽
し
い
な

ぞ
な
ぞ
に
挑
戦
し
た
。そ
の
後
、

手
作
り
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
バ
ッ
グ

を
持
ち
、
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ

ー
ト
に
出
か
け
た
。
笑
顔
で
出

迎
え
る
保
護
者
や
校
長
先
生

に
「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ

ー
ト
！
」「
お
菓
子
ち
ょ
う
だ

い
！
」
と
元
気
な
声
を
響
か
せ

た
。お
菓
子
を
手
に
す
る
と「
あ

り
が
と
う
！
」
と
お
礼
を
言
っ

た
。
可
愛
ら
し
い
仮
装
を
し
た

児
童
た
ち
が
校
内
を
練
り
歩
く

姿
に
、
上
級
生
や
先
生
か
ら
も

「
か
わ
い
い
」
と
声
が
あ
が
り
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間

と
な
っ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
仮
装

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/


 

幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
学
習
塾
ピ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・T

he W
averly S

chool

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

日
本
習
字
Ｎ
Ｊ
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
全
日
制

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｌ
Ｉ
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
55
回
秋
期
課
題
の
選
考
作

品
26
点
を
発
表
し
ま
す
。

　
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度

末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ

ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募

数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て

応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　
課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.nyseikatsu.com

 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

第
56
回
冬
期
以
降
、
次
年
度
の
コ
ン
ク
ー 

ル
の
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
紙
面
に
て
発
表
し
ま
す
。

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
55
回
秋
期
課
題
選
考
作
品
発
表

 協賛：米国ゼブラ社
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http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
に
は
、
イ
マ
ン
と
言
う

親
友
が
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

に
来
た
ば
か
り
の
三
年
生
の

時
に
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、

出
会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
と

て
も
優
し
く
て
、
英
語
が
分

か
ら
な
か
っ
た
私
を
、
い
つ

も
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
い
つ
も
日
本
式
の

お
弁
当
を
ラ
ン
チ
に
持
っ
て

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
か
ら
周
り
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
は
、
興
味
を
持
っ
て
見
に

来
る
の
で
、
恥
ず
か
し
い
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
イ
マ
ン
は
全
く
気

に
せ
ず
、
い
つ
も
私
と
楽
し

く
ラ
ン
チ
の
時
間
を
過
ご
し

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
イ
マ
ン
が
宗
教
上
の
理
由

か
ら
、
食
べ
ら
れ
な
い
物
が

有
っ
た
り
、
着
ら
れ
な
い
服

が
有
る
こ
と
を
、
打
ち
明
け

て
く
れ
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
の

私
た
ち
は
、
特
に
気
に
す
る

こ
と
な
く
遊
ん
で
い
ま
し
た

が
、
イ
マ
ン
の
宗
教
行
事
の

際
は
数
日
間
断
食
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
期

間
中
に
私
の
家
で
遊
ぶ
時
は

ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
ム
は
し
な
い

様
に
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
お
し
ゃ
れ
の
話
を
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
私

は
、
日
本
に
居
た
時
は
、
世

界
に
は
色
々
な
宗
教
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
イ
マ
ン
と
出
会
っ
た

こ
と
で
知
る
こ
と
が
で
き
、

異
な
る
宗
教
の
相
手
と
で
も
、

お
互
い
を
認
め
合
い
、
思
い

や
る
こ
と
で
、
仲
良
く
、
心

の
通
じ
合
え
る
親
友
に
な
れ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
は
、
遠
く
離
れ
て
し
ま

っ
て
さ
み
し
い
で
す
が
、
連

絡
を
取
り
、
相
手
を
思
い
合

っ
て
居
ま
す
。

　
　
　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

「
海
外
の
人
と
接
し
た
経

験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
島
　
沙
羅

ら
で
す
。
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
に

は
、
日
本
人
が
二
人
し
か
い

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
新
し
く

来
た
か
ん
国
人
の
友
達
が
三

人
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の

三
人
と
友
達
に
な
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
四
年
生
に
な

る
と
、
立
こ
う
ほ
で
き
る
、「
ス

ク
ー
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と

い
う
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
で
す
。
ス
ク
ー
ル
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
と
は
、
新
入
生

が
来
た
時
や
、
イ
ベ
ン
ト
の

時
に
学
校
の
代
表
と
し
て
、

み
ん
な
の
手
本
に
な
る
仕
事

で
す
。
や
ろ
う
と
思
っ
た
理

由
は
、
現
地
校
の
全
員
と
仲

良
く
な
り
た
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
、

チ
ェ
ロ
の
練
習
、
新
し
い
ク

ラ
ス
で
の
友
達
作
り
、
ス
ク

ー
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
立
こ

う
ほ
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
　
　
（
滞
米
１
年
10
か
月
）　

「現地校でがんばりたいこと」
　　　　　　　　ニューヨーク育英学園サタデースクールNJ 校小４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森谷　晃大

◆ 第 21回言葉の泉 ◆
年間大賞候補作品発表

昨年11月から本年10月 26日号までに掲載された作文 186点から年間大
賞第一次審査通過作品として以下の16 作品が選ばれました。これより特別
審査員５名による第二次審査が行われ、最優秀賞、第一席、第二席、第三
席、佳作２点を選出します。入賞作品は 2025 年新年号にて発表します。　　　　　　　　　
＊学校、学年は作文執筆時のものです＊
1.　「しょう来のゆめ」ニューヨーク育英学園サタデースクール小 3　大宮さき
2.　「メンフィス」ニュージャージー補習授業校小３　ながいそう太
3.　「石の世界」 ニューヨーク補習授業校W校小３　穐田一晴
4.　「泳げるようになったこと」中部テネシー日本語補習校小 4　松本晃飛
5.　「お母さんのたまご焼き」ピッツバーグ日本語補習授業校小４　相原裕心　
6.　「日本の食料自給率」ニューヨーク育英学園全日制小５　有澤恭太郎
7.　「広島と雨」リセ・ケネディ日本人学校小５　山岸キリル
8.　「学校での昼ごはん」ニューヨーク補習授業校 LI 校小６　 スローイー大星
9.　「女人禁制から男女平等を考える」 ニューヨーク補習授業校 LI 校中１　川上聖苗
10.　「井の中のかわず」ニュージャージー補習授業校中１　山本幸音
11.　「アメリカ生活で今思うこと」ニュージャージー日本人学校中2　上原健太
12.　「ビニール袋有料化から学ぶ私たちの未来」ニューヨーク日本人学校中２　山田優理果
13.　「多様性について考えたこと」  中部テネシー日本語補習校中２　前田葉月
14.　「アファーマティブアクションについて」  ニューヨーク日本人学校中3　田中希実
15.　「太平洋戦争におけるマスメディアの責任と中国残留孤児問題」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プリンストン日本語学校中３　前田摩耶
16.　「ディカプリオと私」  フィラデルフィア日本語補習授業校高１　前田英美

　

ぼ
く
が
今
年
現
地
校
で
が
ん

ば
り
た
い
事
は
三
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
チ
ェ
ロ
の
演
奏

で
す
。四
年
生
か
ら
現
地
校
で
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
選
ん
で
教

え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
練
習
は
、
家
や
学
校
で
じ

ゅ
ぎ
ょ
う
を
ぬ
け
た
り
、
２
週

間
に
一
回
放
か
後
に
し
ま
す
。

ぼ
く
が
チ
ェ
ロ
を
え
ら
ん
だ
理

由
は
、
チ
ェ
ロ
の
ず
っ
し
り
し

た
、
ひ
び
き
わ
た
る
、
き
れ
い

な
音
色
が
と
て
も
気
に
入
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
大
き
な

チ
ェ
ロ
を
ひ
い
て
い
る
去
年
の

四
年
生
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
か

ら
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
ク
ラ
ス
全
員
と

仲
良
く
な
る
事
で
す
。
な
ぜ
こ

の
目
標
に
し
た
か
と
い
う
と
、

英
語
を
も
っ
と
上
達
し
た
い
か

「
わ
た
し
と
ち
ょ
う
こ
く

の
出
会
い
」

　
　
　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
ゆ
い
な

　

十
月
五
日
に
校
外
学
習
で
、

野
口
イ
サ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
行
き
ま
し
た
。

　

野
口
イ
サ
ム
さ
ん
は
、
日

本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
ハ
ー

フ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。

ち
ょ
う
こ
く
や
て
い
園
、
家

ぐ
、
と
う
げ
い
、
け
ん
ち
く
、

ぶ
た
い
な
ど
の
さ
く
ひ
ん
が

あ
り
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
に
は

た
く
さ
ん
ち
ょ
う
こ
く
が
て

ん
じ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
色

い
ろ
な
ざ
い
り
ょ
う
が
つ
か

わ
れ
て
い
て
、
こ
せ
い
が
あ

る
ち
ょ
う
こ
く
が
あ
っ
て
、

と
て
も
す
て
き
で
し
た
。
わ

た
し
は
、
ど
う
し
て
野
口
イ

サ
ム
さ
ん
が
ち
ょ
う
こ
く
の

色
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
デ
コ
ボ

コ
さ
せ
た
り
、
あ
な
を
あ
け

た
り
し
た
の
か
ふ
し
ぎ
に
思

い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
」
と

言
う
わ
ざ
を
つ
か
っ
て
、
ち

ょ
う
こ
く
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
」
と

は
、
そ
ざ
い
か
ら
形
を
切
り

出
し
て
組
み
立
て
る
ち
ょ
う

こ
く
を
つ
く
る
と
き
に
つ
か

わ
れ
る
わ
ざ
で
す
。
私
は
色

い
ろ
な
形
を
組
み
あ
わ
せ
て
、

ふ
し
ぎ
な
さ
く
ひ
ん
を
つ
く

り
ま
し
た
。

　

野
口
イ
サ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
行
っ
て
、
今
ま
で
ぜ
ん

ぜ
ん
知
ら
な
か
っ
た
ち
ょ
う

こ
く
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

今
ど
は
家
ぞ
く
と
野
口
イ

サ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ

て
、
わ
た
し
が
家
ぞ
く
に
ち

ょ
う
こ
く
の
こ
と
を
教
え
て

あ
げ
た
い
で
す
。

　
　
　
（
滞
米
３
年
９
か
月
）

　

わ
た
し
は
、
生
活
科
い
ど

う
教
し
つ
でThe Maritime 

Aquarium

に
行
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
一
番
心
に
の
こ

っ
て
い
る
生
き
物
は
、
ク
ラ

ゲ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
わ

っ
た
り
、
ひ
み
つ
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
り
し
て
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
は
じ

め
て
ク
ラ
ゲ
を
さ
わ
る
と
き

に
は
、
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

し
い
く
い
ん
さ
ん
に
、
さ
わ

る
と
き
に
は
「
上
を
二
本
ゆ

び
で
や
さ
し
く
さ
わ
っ
て
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ゲ

を
さ
わ
っ
て
み
る
と
、
つ
る

つ
る
し
て
い
ま
し
た
。
よ
く

か
ん
さ
つ
し
て
み
る
と
、
ま

ん
中
が
へ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
「
目
や
口
や
の
う

が
あ
る
の
か
な
」
と
ふ
し
ぎ

に
思
い
ま
し
た
。
し
い
く
い

ん
さ
ん
に
ゆ
う
気
を
も
っ
て

え
い
語
で
し
つ
も
ん
し
た
ら

「
目
も
口
も
の
う
も
な
い
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
「
ク
ラ
ゲ
は
人
間
と
く

ら
べ
て
い
ろ
ん
な
も
の
が
な

い
ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
下
の
方
に
と
げ
が

あ
る
け
ど
、
そ
の
と
げ
は
人

間
が
さ
さ
れ
て
も
大
じ
ょ
う

ぶ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ゆ
う
気
を
も
っ
て
え
い
語
で

し
つ
も
ん
す
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ゲ
の
ひ

み
つ
を
知
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
今
ど
は
、
サ
メ
の

ひ
み
つ
を
知
り
た
い
で
す
。

　
　
　
（
滞
米
１
年
６
か
月
）

「ひみつがいっぱい水ぞくかん」
　　　　　　　　　　　　　　　　　ニューヨーク日本人学校小２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川　陽奈子

https://japaneseschool.org
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い
ま
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
で
住
み
た
い
エ
リ
ア
の
上
位

に
入
っ
て
い
る
の
が
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
ハ
リ
ソ
ン
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
線
で
約
45
分
。
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
間
帯
に
は
嬉
し
い
こ
と
に
ハ
リ
ソ
ン
始
発
の
空
電
車
が
ホ

ー
ム
に
入
っ
て
く
る
の
で
、
ほ
ぼ
座
席
に
座
っ
て
い
け
る
の

が
と
て
も
便
利
だ
。
最
近
は
駅
前
に
高
級
賃
貸
ア
パ
ー
ト
群

が
建
設
さ
れ
て
駅
界
隈
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
も
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
人
気
店
な
み
の
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
に
な
っ
て

い
て
か
な
り
お
洒
落
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の

ハ
リ
ソ
ン
駅
か
ら
徒
歩

12
、
３
分
の
エ
リ
ア
に
建

つ
デ
ュ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス
。

広
い
リ
ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
に
マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
、
２
階
の
部
屋
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
、
地

下
室
な
ど
７
部
屋
が
あ

り
、
浴
室
も
フ
ル
バ
ス
ル

ー
ム
が
２
か
所
と
パ
ウ
ダ

ー
ル
ー
ム
が
あ
る
。
延
べ

床
面
積
は
２
２
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
と
一
戸
建
て
な

み
の
広
さ
に
、
デ
ッ
キ

付
き
の
芝
生
の
裏
庭
が
あ
る
。
全
室
新
品
の
フ
ロ
ア
リ
ン
グ
、

日
本
人
憧
れ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
も
使
い
勝
手
が
い
い
。

車
庫
は
、
屋
内
に
１
台
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
に
２
台
は
駐
車

で
き
る
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
家
賃
は
月
額
６
８
０
０
ド

ル
。
全
日
制
の
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎
ス

ポ
ッ
ト
が
駅
近
く
に
あ
る
ほ
か
、
有
名
学
習
塾
が
ハ
リ
ソ
ン

に
集
中
し
て
い
る
。
現
地
校
も
近
く
に
あ
り
子
育
て
世
代
に

は
ぴ
っ
た
り
だ
。
取
り
扱
っ
て
い
るJ.One

不
動
産
の
山
辺
社

長
が
自
分
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
動
画
（https://www.youtube.

com/watch?v=IjTbbGTSN-k

）
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・６
６
１
・１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ルny@jonecorp.com  

山
辺
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・J.one 

不
動
産
）

郊外ライフを満喫できるハリソンのデュープレックス

　
ア
メ
リ
カ
に
長
く
住
ん

で
い
る
と
、
日
本
的
な
家

具
や
調
理
器
具
の
デ
ザ
イ

ン
が
新
鮮
に
目
に
映
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
伝
統
的

な
や
か
ん
も
そ
の
一
つ
。

米
国
内
で
も
ア
マ
ゾ
ン
の

通
販
で
購
入
で
き
る
。
２

リ
ッ
ト
ル
の
サ
イ
ズ
で
ア

ル
ミ
製
。
日
本
メ
ー
カ
ー

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｏ
の
製
品
。
価

格
は
75
ド
ル
。
検
索
は

AMAZON

でJapanese 
Traditional Kettle

日
本
に
い
た
ら
た
ぶ
ん
気
が
付
か
な
い
日
本
文
化
の
魅
力

　
こ
ん
な
や
か
ん
で
昔
、
お
湯
を
沸
か
し
て
た
な
あ
。
昭
和
の
北
国
の
小
学
校
の

教
室
の
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
あ
っ
て
、
あ
れ
は
加
湿
器
の
役
割
も
し
て
た
の
か
な
。

Japanese Traditional Kettle

　
公
正
市
場
家
賃
は
、
米
国
住

宅
都
市
開
発
省
の
公
正
市
場
家

賃
基
準
に
基
づ
く
最
低
賃
金
を

こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。
米
国
全

土
で
、
主
要
都
市
の
平
均
的
な

家
賃
を
余
裕
を
も
っ
て
支
払
う

た
め
に
必
要
な
最
低
賃
金
は
、

そ
の
額
に
達
し
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
一
般
的
に
、
収
入
の
30
％
以

上
を
住
居
費
に
費
や
す
べ
き
で

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
住

居
費
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
た

め
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
そ

の
予
算
を
守
る
の
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
連
邦
政
府
に
よ
る
最
低
賃
金

は
過
去
15
年
間
、
7
・
25
ド
ル

で
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
チ
ッ

プ
制
の
労
働
者
の
時
給
は
2
・

13
ド
ル
に
過
ぎ
な
い
。
全
米
州

議
会
議
員
会
議
に
よ
る
と
、
34

の
州
が
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ

た
一
方
で
、
7
・
25
ド
ル
ま
た

は
そ
れ
以
下
に
据
え
置
い
て
い

る
州
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
連
邦
最
低
賃
金
よ

り
も
高
い
最
低
賃
金
を
設
定
し

て
い
る
地
域
で
も
、
1
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
の
物
件
を
適
正
な
賃
貸

価
格
で
快
適
に
借
り
る
に
は
、

ま
だ
は
る
か
に
不
足
し
て
い

る
、
と
ク
レ
バ
ー
・
リ
ア
ル
エ

ス
テ
ー
ト
社
の
最
近
の
報
告
書

は
指
摘
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
ア
パ

ー
ト
を
月
２
３
３
０
ド
ル
で
借

り
る
に
は
、
時
給
45
ド
ル
近
く

稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
家
賃

が
収
入
の
30
％
を
超
え
て
し
ま

う
と
ク
レ
バ
ー
社
の
調
査
は
指

摘
し
て
い
る
。

　
公
正
市
場
家
賃
は
、
米
国
住

宅
都
市
開
発
省
の
公
正
市
場
家

賃
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、
そ
の
地
域
の

類
似
し
た
物
件
の
約
40
％
が
、

公
示
さ
れ
て
い
る
適
正
家
賃
を

下
回
る
家
賃
で
賃
貸
さ
れ
て
お

り
、
60
％
が
そ
れ
を
上
回
る
家

賃
で
賃
貸
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
家
賃
を
余
裕
を
も
っ
て

支
払
う
た
め
に
必
要
な
時
給
は
45
ド
ル

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:ny@jonecorp.com
mailto:ny@jonecorp.com
mailto:ny@jonecorp.com
https://www.youtube.com/watch?v=IjTbbGTSN-k
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朝
の
５
時
、
細
君
に
起
こ
さ

れ
た
。
夜
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ

て
い
た
の
だ
。
館
内
放
送
で
車

に
戻
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い

る
。
急
い
で
荷
物
を
ま
と
め

て
車
の
格
納
デ
ッ
キ
に
向
か

う
。
が
、
人
が
多
く
て
進
め
な

い
。
狭
い
階
段
を
降
り
て
何
と

か
自
分
の
車
を
探
し
て
乗
り
込

ん
だ
。
間
に
合
っ
た
。
頭
が
ま

だ
寝
て
い
る
う
ち
に
10
日
前
ま

で
い
た
ア
テ
ネ
に
上
陸
。
10
日

前
、
こ
こ
か
ら
低
速
フ
ェ
リ
ー

で
４
時
間
か
け
て
ミ
コ
ノ
ス
に

行
き
、
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
経
由
で

ク
レ
タ
に
行
き
、
今
日
は
ク
レ

タ
か
ら
高
速
夜
行
フ
ェ
リ
ー
を

使
っ
て
ま
た
ア
テ
ネ
に
帰
っ
て

き
た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
島
巡
り
が

見
事
完
結
し
た
の
だ
。

　

こ
の
ま
ま
飛
行
機
で
Ｎ
Ｙ
に

帰
る
と
キ
リ
が
良
い
の
だ
が
、

安
全
の
た
め
に
も
う
１
日
ア
テ

ネ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
熱
波
で
登
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
再

挑
戦
と
い
う
手
も
あ
る
が
、
朝

か
ら
こ
の
温
度
、
登
れ
る
確
率

が
低
そ
う
だ
。
そ
れ
に
、
こ
れ

だ
け
美
し
い
島
々
を
堪
能
し
た

あ
と
で
は
、
あ
の
街
の
喧
騒
に

戻
る
気
が
し
な
い
。
そ
こ
で

プ
ラ
ン
Ｂ
、
ア
テ
ネ
を
ス
ル

ー
し
て
郊
外
の
デ
ル
フ
ァ
イ

（Delphi

）
に
車
を
走
ら
せ
た
。

デ
ル
フ
ァ
イ
と
は
ア
テ
ネ
郊
外

の
山
間
部
の
街
で
、
古
代
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
小
さ
な
街
で
車

が
な
い
と
い
け
な
い
不
便
な
と

こ
ろ
だ
が
、
そ
の
名
は
世
界
中

に
広
ま
っ
て
い
る
。

　

現
代
ア
テ
ネ
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ワ
ー
の
商
業
地
帯
を
抜
け
て
、

２
時
間
ほ
ど
走
る
と
高
速
を
降

り
て
随
分
と
田
舎
の
道
を
走

る
。
山
に
入
る
。
山
に
登
る
。

こ
の
あ
た
り
は
ス
キ
ー
が
で
き

る
ら
し
い
。
ギ
リ
シ
ャ
で
ス
キ

ー
？
知
ら
な
か
っ
た
。

　

素
晴
ら
し
く
綺
麗
な
リ
ゾ
ー

ト
地
を
い
く
つ
か
通
り
抜
け
て

デ
ル
フ
ァ
イ
に
到
着
。
人
が
わ

ん
さ
か
居
て
車
を
駐
め
る
こ
と

が
大
変
だ
。
遠
く
に
駐
め
て
歩

い
て
、
博
物
館
に
行
く
。
昨
日

ま
で
い
た
ク
レ
タ
と
は
全
く
違

う
遺
産
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
有

名
な
の
は
、
ア
テ
ネ
で
も
見
た

「Sphyinx of Naxos

」。
ス
フ

ィ
ン
ク
ス
？
や
は
り
古
代
は
ア

ラ
ブ
の
文
明
と
接
触
が
あ
っ
た

と
確
信
す
る
。
沢
山
の
古
代
の

出
土
品
、ブ
ロ
ン
ズ
や
石
の
像
、

か
な
り
の
文
明
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
だ
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
は

都
市
国
家
（
ポ
リ
ス
）
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
マ
の
よ
う
な
絶
対
的

な
皇
帝
が
全
て
を
治
め
る
の
で

は
な
く
、
自
治
権
を
も
っ
た
都

市
国
家
が
沢
山
集
ま
っ
て
ギ
リ

シ
ャ
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
持
っ
て
い
た
。
要
は
餃
子

の
王
将
や
Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
み
た
い
な
も
の
だ
。が
、

そ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
都
市
国

家
が
戦
争
を
中
断
し
て
、
一
同

に
会
す
る
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
の
だ
。
男
だ
け
で
皆
裸
で
競

技
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

決
定
的
な
も
の
を
見
つ
け
た
。

ト
ー
ガ
を
着
た
女
性
が
火
の
つ

い
た
鉢
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
聖
火
以
外
何
物
で
も
な
い
。

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
点
火
式

と
聖
火
リ
レ
ー
を
行
う
の
は
古

代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
な
の
だ
。

　

外
に
出
る
と
ひ
た
す
ら
暑

い
。
先
ほ
ど
見
た
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
の
よ
う
な
顔
を
し
た
猫
が
伸

び
て
方
々
に
横
た
わ
っ
て
い

る
。
外
で
古
代
の
競
技
場
を
見

た
。
本
当
は
石
の
板
の
ス
タ
ー

ト
地
点
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
の
如

く
走
っ
て
み
た
か
っ
た
が
、
そ

こ
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
石
の
神
殿
が
築
か
れ

て
お
り
、
こ
こ
に
ス
パ
ル
タ

（Sparti

と
い
う
街
に
今
も
遺

跡
が
あ
る
）、
ホ
ー
ム
チ
ー
ム

で
あ
る
ア
テ
ネ
な
ど
の
ポ
リ
ス

が
停
戦
を
し
て
競
技
に
参
加
し

て
、
ロ
ー
レ
ル
の
葉
で
表
彰
さ

れ
る
姿
が
想
像
で
き
る
。
そ
れ

に
し
て
も
暑
い
。
こ
れ
だ
け
高

地
で
暑
く
て
良
い
成
績
が
出
る

の
か
（
笑
）。

　

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場

を
す
っ
か
り
堪
能
し
て
、
と
い

う
か
暑
さ
で
参
っ
て
、
車
に
乗

り
込
む
。
暑
く
て
ク
ー
ラ
ー
が

効
か
な
い
。水
補
給
の
休
憩
で
、

最
初
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

入
る
。
す
ご
く
綺
麗
な
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
と
ベ
ー
カ
リ
ー
が

あ
っ
て
、
お
兄
さ
ん
が
「You 

are at the right place

」
と

言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
言
葉
に

何
故
か
ほ
っ
と
し
た
。そ
こ
で
、

ジ
ュ
ー
ス
と
コ
ー
ヒ
ー
と
ラ
ン

チ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
買
っ
て

外
で
食
べ
て
い
る
と
、
先
ほ
ど

の
お
兄
さ
ん
が
「
よ
か
っ
た
ら

２
階
に
空
調
の
部
屋
が
あ
る
か

ら
使
っ
て
く
れ
、
景
色
も
良
い

よ
！
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
お

言
葉
に
甘
え
て
階
段
を
登
る
と

誰
も
い
な
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
部

屋
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
先
ほ
ど

の
街
デ
ル
フ
ァ
イ
が
眺
望
で
き

た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
人
は
皆
本
当
に

優
し
い
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
、

ま
し
て
や
Ｎ
Ｙ
で
は
中
々
出
く

わ
さ
な
い
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
も

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
。大
体
、

最
初
か
ら
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て

く
れ
て
、「
え
、
フ
ラ
ン
ス
語

が
で
き
な
い
っ
て
ど
う
言
う
こ

と
？
仕
方
な
い
、
英
語
で
や
っ

た
る
わ
。」
と
い
う
態
度
は
微

塵
も
な
い
。

　

何
年
か
前
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の

国
は
経
済
破
綻
し
た
と
ニ
ュ
ー

ス
で
読
ん
だ
。
で
も
、
だ
か
ら

何
な
ん
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
の
人
は

す
っ
か
り
貧
乏
に
な
っ
た
の

か
？
経
済
破
綻
し
よ
う
が
、
Ｅ

Ｕ
の
お
荷
物
国
家
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
紙
の
上
で
の
こ
と
。「
国

破
れ
て
山
河
あ
り
」。「
経
済
破

綻
し
て
美
し
い
海
と
山
、
美
味

し
い
料
理
、古
代
か
ら
の
遺
跡
、

世
界
が
今
だ
に
敬
意
を
払
う
文

化
あ
り
」
な
の
で
は
な
い
か
。

ミ
ノ
ア
文
明
滅
亡
、
ア
ラ
ブ
の

入
植
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ

の
支
配
を
受
け
な
が
ら
も
、
今

こ
う
し
て
優
し
く
生
き
て
い
る

幸
せ
な
人
々
が
こ
こ
に
い
る
。

　

チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
の
独
裁
者
と
い
う
映
画

（
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
抗
し
た
映

画
だ
）
の
最
後
に
感
動
的
な

ス
ピ
ー
チ
が
あ
る
。
独
裁
者

に
間
違
わ
れ
た
善
良
な
市
民

が
「Machinery that gives 

abundance has left us in 
want

（
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

は
ず
の
機
械
が
私
た
ち
を
欲
求

不
満
に
す
る
）」
と
叫
ぶ
。

　

明
日
飛
行
機
で
文
明
が
高
度

に
発
達
し
た
Ｎ
Ｙ
に
戻
る
私
た

ち
に
、
こ
の
２
週
間
の
ギ
リ
シ

ャ
の
旅
は
と
て
も
大
切
な
疑
問

を
投
げ
か
け
て
ク
レ
タ
（
失

礼
）。
そ
れ
は
時
が
経
て
ば
経

つ
ほ
ど
、
機
械
の
中
で
忙
し
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
よ
り
美
し

く
輝
く
思
い
出
に
な
る
で
あ
ろ

う
。ギ
リ
シ
ャ
、あ
り
が
と
う
！

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記
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私
は
頭
で
っ
か
ち
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
理
詰
め
で
な
い
と

納
得
が
い
か
な
い
。
本
書
を
初

め
て
読
ん
だ
時
は
、
ふ
わ
ふ
わ

し
た
散
文
の
よ
う
な
文
体
が
苦

手
に
感
じ
、
読
み
終
え
な
い
ま

ま
１
年
が
経
っ
た
。
最
近
ま
た

ふ
と
開
い
て
み
た
。
す
る
と
今

度
は
、
言
葉
が
心
に
沁
み
る
よ

う
に
入
り
、
自
然
と
目
に
涙
が

に
じ
み
出
た
。
こ
の
１
年
で
私

に
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

実
は
義
父
母
の
介
護
補
助
に

従
事
し
て
い
た
が
、
そ
の
甲
斐

も
な
く
立
て
続
け
に
ふ
た
り
を

亡
く
し
た
。
刻
一
刻
と
迫
る
死

を
前
に
し
て
、
義
父
母
は
泣
い

た
。
も
っ
と
生
き
て
い
た
い
。

も
っ
と
生
き
て
家
族
を
見
守
っ

て
い
た
い
。
私
は
失
わ
れ
て
い

く
希
望
を
目
の
前
に
し
て
、
茫

然
自
失
と
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
私
の
極
め
て
個
人
的
な
体
験

は
、
本
書
と
比
べ
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
、
愛
す
る
人

た
ち
の
死
に
立
ち
合
い
、
生
き

る
こ
と
の
意
味
、
そ
し
て
私
も

ま
た
死
を
迎
え
る
こ
と
の
現
実

味
を
感
じ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
発
生
の
間
も
な
い
頃
、
被
災

地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
ね
て

か
ら
10
年
余
り
、
筆
者
は
、
そ

こ
に
居
る
、
集
ま
る
人
々
の
話

を
聞
く
と
も
な
し
に
聞
き
、
係

わ
り
続
け
た
。
打
ち
ひ
し
が
れ

る
人
々
に
、寄
り
添
う
よ
う
に
、

聞
く
こ
と
に
努
め
た
。

　

暫
く
時
が
経
っ
た
あ
る
日
、

す
っ
か
り
が
れ
き
の
片
づ
け
ら

れ
た
更
地
の
上
を
、
震
災
を
知

ら
な
い
子
ど
も
達
が
嬉
し
そ
う

に
動
き
回
る
の
を
見
つ
け
る
。

こ
の
下
に
は
郵
便
局
が
あ
っ
た

の
よ
、
あ
そ
こ
に
は
学
校
が
あ

っ
た
の
よ
。
あ
な
た
の
足
の
下

で
、
大
勢
が
亡
く
な
っ
た
の

よ
。
で
も
そ
の
光
景
は
、
被
災

地
が
癒
え
て
き
た
こ
と
の
表
れ

で
も
あ
る
。
長
い
間
、
口
の
開

く
の
も
重
か
っ
た
人
々
も
、
や

が
て
自
分
の
体
験
や
思
い
を
話

せ
る
よ
う
に
な
る
。
死
も
、
悲

し
み
も
、
苦
し
さ
も
、
生
き
残

っ
た
こ
と
の
罪
悪
感
も
。
人
に

聞
か
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
体

験
は
物
語
に
な
る
。
そ
し
て
ま

る
で
物
語
の
締
め
く
く
り
に
あ

る
「
め
で
た
し
、
め
で
た
し
」

の
代
わ
り
に
、「
誰
か
に
伝
え

て
ね
」
で
終
わ
る
。
そ
の
一
言

が
、
や
が
て
彼
女
を
聞
き
手
か

ら
語
り
手
に
変
え
る
。
こ
の
小

さ
な
積
み
重
ね
が
語
り
継
ぐ
と

い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
れ
が
声

の
地
層
を
重
ね
て
い
く
こ
と
な

の
か
。

　

筆
者
の
語
り
口
は
、
ま
る
で

雲
が
漂
う
よ
う
な
、
ふ
わ
ふ
わ

と
し
て
優
し
い
。
で
も
生
身
か

ら
出
て
い
る
言
葉
な
の
で
、
薄

れ
て
消
え
て
い
く
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。
無
感
情
な
も
の
で

も
な
い
。
な
ぜ
か
し
ら
一
言
も

こ
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
悲

し
み
の
底
か
ら
浮
き
上
が
る
清

ら
か
な
力
も
あ
る
。
決
し
て
非

難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
で

も
知
ら
な
か
っ
た
自
分
、
気
が

付
か
な
か
っ
た
自
分
、
無
神
経

な
自
分
に
気
づ
く
。
優
し
さ
を

強
要
す
る
の
で
も
な
い
。
も
う

そ
れ
は
知
り
尽
く
さ
れ
て
い

る
。

　

長
い
時
の
流
れ
の
中
で
、
人

は
ひ
ょ
い
と
生
ま
れ
て
死
ま
で

流
さ
れ
て
い
く
。
自
分
の
生
き

る
時
代
が
、
い
い
も
の
で
あ
れ

ば
い
い
が
、
そ
れ
も
誰
か
の
不

幸
の
後
に
あ
る
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い

の
で
は
、
人
生
の
喜
び
も
空
々

し
い
も
の
に
な
る
。
東
日
本
大

震
災
の
未
曽
有
の
体
験
を
語
り

継
ぐ
こ
と
で
、
い
つ
か
被
災
者

の
心
身
が
癒
さ
れ
る
こ
と
を
。

多
く
の
人
が
心
の
や
わ
ら
か
な

と
こ
ろ
で
共
感
で
き
る
よ
う

に
。
私
は
語
り
手
に
は
な
り
え

な
い
け
れ
ど
、
地
層
に
耳
を
あ

て
、
声
を
聞
く
。

　

全
国
各
地
の
被
災
地
の
皆
さ

ん
に
、
心
か
ら
。　

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

と、いうこと。 誰かに伝えてね
瀬尾夏美・著

 生きのびるブックス・刊

■人生の道しるべ（吉本ばなな・宮本輝、集英社文庫）世
代も作風も異なるふたりの作家の共通点は、人間の「生」
を力強く肯定する作品を書き続けていること。それぞれの
創作の作法や、家族、健康、死生観など、小説が問いかけ
る「幸せ」のかたちとを語り合う。知恵と思索が詰まった、
宮本輝と吉本ばななの対話集。■リミックス（今野敏、小
学館）神奈川県警少年捜査課の高尾と丸木のもとに、旧知
の高校生・賀茂が失踪したという報せが届く。賀茂は古代
の霊能者・役小角の呪術力を操る不思議な少年だった。賀
茂は失踪前、半グレに追われていたという。事態はカルト
的人気を誇る女性ボーカル・ミサキを巻き込んだ誘拐事件
へと発展する。■アメリカはなぜ日本より豊かなのか？（野
口悠紀雄、幻冬舎新書）アメリカと日本の一人当たりの
GDPは２倍以上の差が開き、専門家の報酬はアメリカが７
•5倍高い。国民の能力に差はないのに、なぜ雲泥の差が
生じるのか。その理由は「世界各国から優秀な人材を受け
入れ、能力を発揮できる機会を与えているかどうかだ」と
著者は言う。日本が豊かさを取り戻すためのヒントが満載
の一冊。■報道、トヨタで学んだ伝えるために大切なこと

（富川悠太、PHP）100知って、1伝える。斜めに入っていく、
関係性の結び方。内気だった著者が取材者の自宅に招かれ
るようになるまで。「自分の言葉で伝える」とはどういう
ことか。テレビ朝日からトヨタに移り「トヨタイムズニュース」キャスター
の富川氏が伝えたいこと。■ 90前後で、女性はこう変わる（樋口恵子・下
重暁子、幻冬舎）あらゆる体の変化を笑いに変え、歳をとることを楽しくす
るには？もう少し早めに手を打っておいたほうがよかったと思うことは？こ
れは絶対におすすめできる！ということは？90歳前後で元気な２人の女性
が、どうしても伝えたい面白い話の対談集。■フェイクフィクション（誉田
哲也、集英社文庫）東京・五日市署管内の路上で、男性の首なし死体が発見
された。刑事の鵜飼は現場へ急行し地取り捜査を開始する。警察組織・悪魔
と呼ばれる男・カルト教団・元キックボクサー、愛する人を失った者たちの
復讐劇と信仰心に警鐘を鳴らすセンセーショナルな長編小説。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
「
幸
せ
」
を
見
つ
け
る
知
恵
の
対
話
。
今
野
敏
の
エ
ン
タ
メ
警
察
小
説
シ
リ
ー
ズ
。
日

本
が
豊
か
さ
を
取
り
戻
す
た
め
に
。
ト
ヨ
タ
イ
ム
ズ
の
富
川
悠
太
氏
が
伝
え
た
い
こ
と
。

老
い
に
関
し
て
語
る
対
談
集
。
愛
す
る
人
を
失
っ
た
者
た
ち
の
復
讐
劇
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

卵
を
産
み
、
幸
せ
い
っ
ぱ

い
の
２
羽
の
鳥
。
も
う
す
ぐ

パ
パ
に
な
る
オ
ス
鳥
（Daddy-

to-be

）
が
喜
び
を
歌
に
し
て
町

中
に
報
告
す
る
と
、
近
所
の
小

鳥
た
ち
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

ま
す
。
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

喜
ぶ
小
鳥
た
ち
は
、
親
切
心
か

ら
子
育
て
に
関
し
て
色
々
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
が
、
メ
ス
鳥

（Mom-to-be

）
は
母
親
に
な

る
こ
と
に
急
に
不
安
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
メ
ス
鳥

は
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の
旅

に
出
て
、
そ
こ
で
の
出
会
い
や

経
験
を
通
し
て
強
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
く
る
子
供
へ
の
希

望
か
ら
不
安
ま
で
、
無
償
の
愛

を
テ
ー
マ
に
、
親
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
２
羽
の
鳥
を
描
い
た

物
語
。
イ
ギ
リ
ス
人
切
り
絵
作

家
の
ロ
ブ
・
ラ
イ
ア
ン
に
よ
る
、

文
字
も
背
景
も
文
章
も
す
べ
て

が
複
雑
な
ペ
ー
パ
ー
カ
ッ
ト
で

切
り
抜
か
れ
て
い
る
ア
ー
ト
ブ

ッ
ク
。
本
書
の
美
し
い
詩
を
か

た
ど
っ
た
表
情
豊
か
な
切
り
絵

ア
ー
ト
は
、
秋
の
夜
長
に
じ
っ

く
り
読
ん
だ
り
、
出
産
を
控
え

た
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ぴ
っ

た
り
。　
　
　
　
　
　
（
高
田
）

無
償
の
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語

 『A Sky Full of Kindness』
Written by Dianne Hofmeyr
Published by  Otter-Barry Books

（19）　　 ［書　籍］ 2024年（令和 6年）11月 9日（土）

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
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EVENT
■第 127 回ジャパンフェス＝ 11/9　East 
Village （Astor Place）10:00～ 18:00　人気の
日系ストリートフェア。お弁当からドリンク、
スイーツまで日本の味が楽しめる。
詳細は https://www.japanfes.com
■第 95回メーシーズ感謝祭パレード＝ 11/28　
8:30～ 12:00　今年もスヌーピーやピカチュ
ウ、カンフーパンダなど 22のバルーン、33
のフロート、11のマーチングバンド、24組の
パフォーマンス等がにぎやかにパレードする。
ルートはセントラルパークの西側 77丁目から
スタートし、6番街を南下してメーシーズデ
パートのある 34丁目ヘラルドスクエアまで。
NBC局にて生放送される。
詳細は https://www.macys.com/s/parade/

CLASS/SEMINAR
■河合塾・帰国生大学入試説明会 2024＝
11/17・12/1・15　13:00～ 15:00  帰国生大
学入試の概況と今後の受験対策を解説するオ
ンラインセミナー。帰国生大学入試を熟知し、
長年北米で受験生の指導をしている進学アド
バイザーが分かりやすく説明する。申し込み
は https://forms.offi  ce.com/r/6XcBRr3hB5 か
ら。

ART
■レオナート古川文香アート展「小さきものた
ちへ」＝ 11/10まで   Gallery Onetwentyeight
（128 Rivington St）NY在住アーティスト古川
の小作品を集めた展覧会。ハムスターや赤ず
きんの少女などを主人公にし、古川が誰の心
にも残る子供時代の不安定な感情をテーマに
一連のドローイングや絵画を選んで展示する。
ゲストアーティスト尾崎斗紀のマルチメディ
アオブジェや織物作品も同時展示。入場無料。
詳細は https://www.galleryonetwentyeight.org/
詳細は https://artspheres.org/
■文楽バックステージ＝ 2025年 1/19まで　
Japan Society Gallery（333 E 47th St）「文楽
の舞台裏と現代アーティストによる文楽の再
解釈」という副題のもと、日本を代表する人
形浄瑠璃文楽の舞台裏を垣間見ることができ
る展覧会。出演者や職人が活用している人形
や道具を紹介する。入場料：一般＄12、シニア・
学生＄10、JS会員・16歳以下は無料。
詳細は https://japansociety.org

　

上
野
和
徳
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
る
シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ

ー
「
わ
と
く
座
」
が
、
11
月
27

日
（
水
）、
29
日
（
金
）、
30
日

（
土
）、
12
月
1
日
（
日
）
の

４
日
間
、
午
後
７
時
か
ら
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・
ベ
ー
ス

メ
ン
ト
（
東
９
丁
目
３
２
１

番
地
）
で
、
音
楽
と
ダ
ン
ス
、

ア
ー
ト
を
融
合
し
た
「Silent 

Green

」
と
題
し
た
公
演
を
行

う
。 

小
田
村
愁
の
刺
激
的
な

音
楽
、
柴
田
真
理
子
と
ス
ー
ザ

ン
・
ホ
ン
に
よ
る
舞
踏
、
そ
し

て
そ
れ
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

た
ダ
ン
ス
と
人
形
劇
を
融
合

し
、
木
々
の
静
か
な
知
恵
と
地

球
と
の
共
通
の
つ
な
が
り
を
讃

え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
、
自
然
の
リ
ズ
ム
が
ア

ー
ト
を
導
く
魅
惑
的
な
世
界
へ

誘
う
。
入
場
料
は
25
ド
ル
31

セ
ン
ト
。
チ
ケ
ッ
ト 

・
詳
細

はhttps://www.eventbrite.
com

/e/silent-green-
tickets-1061794458809 

を
参
照
す
る
。

わ
と
く
座
公
演 

 

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｊ
コ
ラ
ボ

（300 7th Street

）
は
、
12
月

７
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
す
る

第
６
回
年
次
ア
ー
ト
展
の
作
品

を
募
集
し
て
い
る
。
応
募
作
品

は
油
彩
、
水
彩
、
版
画
、
ク
ラ

フ
ト
、
写
真
、
映
像
、
彫
刻
、

テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
ミ
ッ
ク
ス
メ

デ
ィ
ア
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン 

で
、
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
に
限
る
。
１
人
２
点
ま
で

応
募
可
。
作
品
サ
イ
ズ
は
平
面

作
品
の
場
合
最
大
50
号
程
度
。

審
査
委
員
は
、
福
田
淳
、
井
上

波
、
石
川
広
己
、
リ
ッ
ク
・
デ

イ
ビ
ス
、
下
田
幸
知
、
佐
賀
関

等
。
賞
と
特
典
は
、「
ア
ー
ト

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
賞
」（
４
人
）

が
１
か
月
間
の
滞
在
製
作
・
個

展
の
開
催
権
（
宿
泊
施
設
付
）、

「
ミ
ニ
個
展
賞
」（
４
人
）
が

２
週
間
の
ミ
ニ
個
展
の
開
催

権
、「OSSAM
ギ
ャ
ラ
リ
ー
賞
」

（
４
組
）
が
グ
ル
ー
プ
展
の
開

催
権
。
応
募
締
切
は
11
月
15

日
（
火
）。
出
品
料
は
１
０
０

ド
ル
（ 

Ｊ
コ
ラ
ボ
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
員
は
無

料
）。
問
い
合
わ
せ
は 

Ｅ
メ
ー

ルjcollaboaap@gmail.com 
( 

宮
田
さ
ん )

ま
で
。
申
し
込

み
・ 

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.j-collabo.org/
jp-6thaae-application

を
参

照
す
る
。

Ｊ
コ
ラ
ボ
で
作
品
募
集

 

星
の
島
句
会

銀
秋
の
旅
や
自
粛
の
帯
を
解
く　

 

太
田
風
子　

枯
園
ゆ
く
形
な
き
も
の
に
躓
く 

森
本
由
美
子　

綾
取
り
の
塔
の
傾
く
寒
夜
か
な 

月
野
ぽ
ぽ
な

身
に
沁
む
や
五
分
の
出
会
い
駅
ピ
ア
ノ  

藤
井
マ
サ
太
郎

集
合
の
一
揆
の
寺
石
蕗
の
花 

江
坂
衣
代

hoshinoshima819@gmail.com

　

ト
シ
カ
プ
チ
ー
ノ
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
キ
ャ
バ
レ
ー
シ
ョ

ー
「
ザ
・
昭
和
歌
謡
・
夜
も

ヒ
ッ
パ
レ
！
」
が
12
月
１
日

（
日
）
午
後
３
時
か
ら
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブThe Red Pavilion

（1241 
Flushing Ave

）
に
て
開
催
さ

れ
る
。
笑
い
と
涙
の
ハ
ッ
ピ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
、
ト
シ

カ
プ
チ
ー
ノ
の
シ
ョ
ー
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
帰
っ
て
く
る
。
今
回
は

「
ザ
・
昭
和
歌
謡
・
夜
も
ヒ
ッ

パ
レ
！
フ
ロ
ム
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」
と
し

て
、
昭
和
歌
謡
の
歌
姫
・
ち
あ

き
な
お
み
の
珠
玉
の
名
曲
（
ア

メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
、
Ｒ
＆
Ｂ
、
演
歌
）
か
ら
ア

ニ
ソ
ン
、
そ
し
て
世
界
的
な

Ado

の
大
ヒ
ッ
ト
曲
「
唱
」
ま

で
の
約
30
曲
を
披
露
す
る
。
カ

バ
ー
チ
ャ
ー
ジ
30
ド
ル
、
当
日

40
ド
ル
（
ミ
ニ
マ
ム
２
ド
リ

ン
ク
）。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
２
５
６
・
４
１
０
７

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

toshicappuccino@gmail.
com

ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.theredpavilion.com

を
参
照
す
る
。

トシカプチーノ
ザ・昭和歌謡
12月１日に

夜もヒッパレ！

　
石
榑
雅
代
が
主
宰
す
る

M
IY

A
B

I

琴
三
味
線
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
、
第
20
回
の
定
期
公

演
会
を
24
日
︵
日
︶
午
後
２
時

か
ら
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
13

丁
目
43
Ａ
番
地
︶
で
開
催
し
、

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
。
邦

楽
本
来
の
曲
に
加
え
、
Ｘ
ジ
ャ

パ
ン
のForever love

や
ア

ニ
メ
曲
な
ど
聴
き
や
す
い
曲
も

取
り
入
れ
て
演
奏
す
る
。
開

場
は
午
後
１
時
45
分
。
入
場

料
は
無
料
だ
が
任
意
寄
付
制
。

申
し
込
み
は
事
前
の
登
録
が

必

要
。eventbrite(M

iyabi

で
検
索)

。
問
い
合
わ
せ
は

m
asay

okoto@
gm

ail.com

　

石
黒
さ
ん
。

石
榑
雅
代
の
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
琴
三
味
線

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演
24
日
天
理
で
開
催https://www.eventbrite.com/e/masayo-ishigure-miyabi-koto-

shamisen-ensemble-tickets-1059931356219
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